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序

私たちの郷土熊谷 には、原始 ・古代か ら中世 に至 る集落や館跡など、様々な埋蔵文化財が

数多 く分布す ることが知 られています。

こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程を物語 る証 しであるとともに、子孫の繁栄

の指標 ともなる先人の貴重な足跡であ ります。私たちは、 こうした文化遺産 を継承 し、次世

代へと伝え、豊かな熊谷市形成の礎 としていかなければな らないと考えてお ります。

熊谷市大字平塚新田一帯は、江南台地 の東端に位置 し、北 に荒川の望む台地上に位置 しま

す。 この一帯は熊谷市内に残 る貴重な丘陵地帯であるとともに、古墳時代を中心 とした集落

跡、古墳跡が多数分布する埋蔵文化財包蔵地でもあ ります。

昭和57年 度、埋蔵文化財が広 く分布す るこの地域で、吉岡中学校校庭の拡張 と吉岡配水場

の建設が持ち上が りま した。貴重な埋蔵文化財である ことか ら遺跡の保護 と保存 について、

関係各課 と協議 を重ねてまい りましたが、事業計画の変更が難 しかった ことか ら、やむを得

ず記録保存の措置 を講ず ることとな りました。

発掘調査は、昭和57年 度 に実施 されたものですが、貴重な埋蔵文化財 に鑑みて、今年度、

発掘調査成果 をまとめる ことができました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料 として、また埋蔵文化財の普及 ・啓発 の資

料 として広 く活用 していただければ幸いです。

最後 にな りましたが、発掘調査及び報告書刊行 にあた りまして、関係各位に格別 の御理解 ・

御協力を賜 りました こと、厚 くお礼申しあげます。

平成13年3月

会
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例 膏
口

1本 書は、埼玉県熊谷市大字平塚新田500番 地他、及び大字平塚新田字前原537番 地他に所在する瀬

戸山遺跡(埼 玉県遺跡番号59-31)、 及び瀬戸山古墳群(埼 玉県遺跡番号59-30-14～27・34)の

発掘調査報告書である。

2本 調査は、市立吉岡中学校校庭拡張工事、及び市立吉岡配水場建設事業に伴う事前記録保存のため

の発掘調査であり、熊谷市教育委員会が実施した。

3本 事業の組織は、第1章3の とお りである。

4発 掘調査期間は、市立吉岡中学校校庭拡張工事に伴 う発掘調査が昭和57年6月2日 から昭和57年6

月30日 まで、市立吉岡配水場建設事業に伴 う発掘調査が昭和57年7月12日 から昭和57年9月11日 ま

でである。

整理 ・報告書作成期間は、平成12年4月1日 ～平成13年3月30日 までである。

5発 掘調査の担当は、熊谷市教育委員会寺社下博 ・金子正之が、本書の執筆 ・編集は、第1章 第1節

を金子が、その他を松田 哲が行った。

6発 掘調査における写真撮影は寺社下 ・金子が、遺物の写真撮影は松田が行った。

7本 書にかかる資料は熊谷市教育委員会が保管している。

8本 書の作成にあた り、下記の方々及び機関などか らご教示、ご協力を賜った。記して感謝申しあげ

ます。

(敬称略、五十音順)

青木克尚 新井 悟 牛山英昭 小林 高 竹野谷俊夫 知久裕昭 富田孝彦

中島広顕 村松 篤 大里郡市町村文化財担当者会

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課
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凡 例

本書における挿図指示は次のとお りである。

1遺 構挿図縮尺は、原則として次のとおりであるが、それ以外のものは個別に示 した。

遺構全測図…1/400竪 穴住居跡…1/60古 墳平面図…1/80・160

古墳断面図…1/40・80溝 跡平面図…1/400溝 跡断面図…1/40

土坑 ・墓墳…1/40

2遺 構挿図中の トーンは次のとおりである。

懸=地 山 霧 密 ・二炉 ・焼 土 痴 鰹=炭 化物

3遺 物挿図の縮尺は、次のとお りである。

土器 ・円筒埴輪…1/4石 器 ・鉄製品 ・形象埴輪(破 片)…1/2

形象埴輪(馬 形)…1/6

4遺 物実測図の表現方法は、以下のとおりである。

土師器 ・埴輪断面 白抜き

須恵器 ・断面 黒塗り

赤 彩[璽 ヨ

5挿 図中の遺物はすべて観察表にその内容を記 してある。計測数値中、()が 付されるものは推定値、

現存高を表す。

6遺 物拓影図は、原則として向って左側に外面を示 した。内外面両方を示す場合には左側に外面、右

側に内面を示した。

7写 真図版の遺物縮尺はすべて任意である。

8土 層及び土器の色調は、『新版標準土色帖第14版 』(小 山正忠 ・竹原秀雄編著、農林省農林水産技術

会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色標監修、 日本色研事業株式会社発行1994)を 参考にし

た。
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1 発掘調査の概要

1発 掘調査に至る経過

(1)吉 岡中学校校庭拡張事業について

昭和57年 度事業として、吉岡中学校校庭拡張が予算化 された。当該地には、台地上に位置し、古墳

跡、集落跡等の遺跡が色濃く分布することが知 られてお り、保存に向けて協議を行ったが、事業の変更

が困難なため記録保存の発掘調査を実施することとなった。

文化財保護法第57条 の3の 規定に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、熊谷市長より昭和57年4月30日

付け57熊 業発第654号 で提出された。そ して、文化財保護法第98条 の規定に基づ く埋蔵文化財の発掘

調査届を、市教育長から昭和57年4月30日 付け57熊 教社発第655号 で発掘調査通知を提出し、昭和57

年12月2日 付け57委 保記第一3059号で文化庁より発掘調査の受理通知があった。

発掘調査は昭和57年6月2日 から実施した。

(2)吉 岡配水場建設事業について

昭和57年5月21日 付け57熊 業発第77号 で、熊谷市長か ら埋蔵文化財発掘調査にかかわる協議が、熊

谷市教育委員会教育長あてに提出された。開発地域一帯は台地上に位置し、古墳跡、集落跡等の遺跡が

色濃く分布することが知 られてお り、保存に向けて協議を重ねた。しかし、事業の変更が困難なため記

録保存の発掘調査を実施することとなった。

文化財保護法第57条 の3の 規定に基づく埋蔵文化財発掘の届出は、熊谷市長より昭和57年4月30日

付け57熊 業発第250号 で提出された。そ して、文化財保護法第98条 の規定に基づく埋蔵文化財の発掘

調査届を、市教育長か ら昭和57年4月30日 付け57熊 教社発第656号 で発掘調査通知を提出し、昭和57

年12月2日 付け57委 保記第3060号 で文化庁より発掘調査の受理通知があった。

発掘調査は昭和57年7月12日 か ら実施した。

2発 掘調査・報告書作成の経過

(1)発 掘調査

ア 吉岡中学校校庭拡張事業地

瀬戸山遺跡の吉岡中学校拡張部分の発掘調査は、昭和57年6月2日 か ら昭和57年6月30日 にかけて

行われた。調査面積は校庭拡張面積である2,000㎡ について行った。

昭和57年6月2日 に遺構確認面まで重機で表土剥ぎを行い、6月6日 か ら遺構精査作業 を行った。付

近は古墳や方形周溝墓等が集中する箇所であり、遺構精査の結果、円墳が確認された。主体部は確認で

きなかったため、周溝の調査を中心に調査を行った。遺物は極めて少なく、椀形土器が確認されたのみ

で、調査は昭和57年6月30日 に終了した。

イ 吉岡配水場建設事業地

瀬戸 山遺跡の吉岡配水場建設予定地は、吉岡中学校校庭拡張事業地の近 くに位置 し、吉岡中学校校庭
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拡張事業に伴う発掘調査終了後、引き続き発掘調査を開始 した。調査面積は配水場建設予定地3,000㎡

について行った。

昭和57年7月12日 に遺構確認面まで重機で表土剥ぎを行 い、並行 して遺構精査作業に入 った。吉岡

中学校校庭拡張箇所に比して、遺構の密度は高く、古墳跡、竪穴住居跡、溝跡、墓跡等が多数検出され

た。

調査は、昭和57年9月11日 に終了した。

(2)整 理 ・報告書作成作業

両事業は同一遺跡であることから一括して整理 ・報告書作成作業を行った。整理作業は、平成12年4

月10日 か ら始めた。遺物の洗浄 ・注記 ・復元を行い、それ と同時に遺構の図面整理作業を行った。12

月まで順次、遺物の実測 ・拓本取 り ・写真撮影 を行い、遺構の最終的な図面整理を行った。11月 から

遺構 ・遺物図面の トレース、遺構図 ・遺物図版組を行った。1月 か ら原稿執筆、割付け等の作業、報告

書の印刷、校正を行った後、3月 末 日に本報告書を刊行した。

3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

主体者 熊谷市教育委員会

(1)発掘調査(昭 和57年 度)

教育長 関 根 幸 夫

教育次長 新井 勝

社会教育課長 並 木 良 輔

課長補佐 里 見 昌 夫

係長 岡 田 伸 洋

主査 山川 建

主事 寺社下 博

主事 金 子 正 之

主事 島野嘉寿子

(2)整理・報告書刊行(平 成12年 度)

教育長 飯塚誠一郎

教育次長 野 辺 良 雄

社会教育課長 浜 島 義 雄

副参事 浅 野 晴 樹

課長補佐 北 俊 明

主幹兼係長 金 子 正 之

主任 寺社下 博

主任 浅 見 敦 夫

主任 吉 野 健

主事 松 田 哲

発掘調査員 小 林 貴 郎

発掘調査員 越前谷 理

発掘調査員 小野寺弘光
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皿 遺跡の立地と環境

熊谷市は埼玉県北部に位置する中核都市である。市の北側には妻沼町を挟んで利根川が、市の南側には

荒川がそれぞれ西から南東方向へ流れてお り、市の大半が川に挟まれた妻沼低地上にある。

熊谷市の地形は、市内西側の荒川左岸には櫛引台地、そして台地下の東側には妻沼低地が広がっている。

一方、市の南側、荒川右岸には江南台地が荒川に沿って東西方向に延びている。今回報告す る瀬戸山遺跡、

及び古墳群は江南台地上にあり、熊谷市内でも南端に所在する(第1図)。

江南台地は、寄居町金尾付近か ら大里村箕輪付近まで延びた幅狭な洪積台地である。台地は表層部に腐

植土を乗せ、下層にはローム層が堆積している。ローム層は上部が大里 ローム層、下部が新期 ローム層に

対比され、大里ローム層は南関東・立川ローム層に対比される。そ して、ローム層下には川本粘土層がみ ら

れ、その下には基盤 となる砂礫層が発達している。

台地は海抜100～40m程 で西から東へと緩やかに下っていき、やがて荒川、及び沖積地に面する。台地

東部での荒川、及び沖積地 との比高差は10～15m程 である。台地内には開析谷や埋没谷が発達してお り、

これらに面した場所には多数の遺跡、及び古墳群が確認されている。また、江南台地南を東流する和田川

以南には外秩父山地から東へ延びた比企丘陵が広がっており、江南台地同様、開析谷や埋没谷が発達 し、

多数の遺跡、及び古墳群がみ られる。

瀬戸山遺跡・古墳群は、熊谷市大字平塚新田、及び大字楊井に所在 し、江南台地でも東端の標高24～47

mの 台地上に立地 している。本遺跡、及び古墳群の確認範囲は北西方向か ら南東方向まで約1.7k斑と非常

に細長 く、今回報告する調査地点は遺跡範囲内でも北西部にあたる。遺跡範囲南東部にある古墳群は古墳
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第1図 埼玉県の地形図

一3一



ノ

・勧彊

〉

夢

繍

鍮
4謙 諺70μ

噸麩麹

矯

野鳥、の森 公 園/

1.鷲

一'騰

D

醜

鰯.児轄
爵
夢

轟
灘

雛
灘

記
島

勧

゜
嘱

,
・
欝

・

"

室

轟

.黙
醗

N

脇

、訓

⑳
.

㍉
.
.。

漏

鞍
癬
饗禦熊谷ゴルワ蝪

剛

瞭
聖北 、・手 胸

・゚・ 爵 転

獅 譲難

;懲 趣 藏豫署 、

必

鍵講-7
召

ー

亀 上'う

＼

A懸 ・謡憲由グ由

蕊 ・!・苓 ・

第2図 周辺遺跡位置図

一4一



第1表 周辺遺跡一覧表

No.遺 跡 名 時 代 No. 遺 跡 名 時 代

熊 谷 市 34 富士山遺 跡 縄 文 早～後 、弥 生後 、古 墳 前、奈 良

1 瀬戸 山遺 跡 縄 文 中、古 墳 前～後 、奈 良 ・平安、江戸 35 北 方 遺 跡 縄文早

2 Nα32遺 跡 古墳 36 権現坂遺跡 縄 文 前 ・中、古 墳 中・後(埴 輪 窯跡 群)

3 立正大学熊谷校地内 中 ・近 世 37 天神谷遺跡 古 墳 前、奈 良 ・平安(窯 跡)

4 下 原 遺 跡 縄文 38 寺 内 廃 寺 奈 良 ・平安

5 下北原遺跡 奈 良 ・平 安 39 宮 下 遺 跡 古墳 後、奈良 ・平安

6 村 岡 館 跡 平安末～中世 40 久 保 遺 跡 弥生後

7 万吉西浦遺跡 縄文 中、古墳 、平 安、近 世 41 原 谷 遺 跡 縄文早、古墳前

8 熊谷氏館跡 鎌倉 42 上前原遺跡 縄文 前'

9 出 口下遺跡 古墳後 43 行人塚遺跡 弥生後、古墳前

10 肥塚中島遺跡 奈 良 ・平 安、近世 44 鹿 嶋 遺 跡 旧石 器、縄文 早、弥 生?、 奈 良 ・平 安

11 出 口上遺跡 奈 良 ・平 安、中世 45 下新 田遺跡 奈 良 ・平 安

12 肥 塚 館 中世 46 荒神脇遺跡 旧石器、縄文 早、奈良 ・平 安

13 本 代 遺 跡 古墳後、近世 47 熊 野 遺 跡 奈 良 ・平 安

14 下河原上遺跡 近世末 48 丸 山 遺 跡 古 墳前 ・後

15 稲荷木上遺跡 古墳後 49 宮 脇 遺 跡 旧石器 、縄文 早、古 墳後

16 不ニノ腰遺跡 奈 良 ・平 安 50 本田東台遺跡 旧石器 、縄文 早、古墳 後

17 高 値 遺 跡 縄 文前 、古 墳後 、平安 、中 ・近世 51 須広宮脇遺跡 古墳後

18 東 遺 跡 平 安、中世 52 釜 場 遺 跡 古墳前

19 樋 ノ上遺跡 縄 文前 ・中、古墳 後、奈 良 ・平安 、中 ・近 世 53 船 川 遺 跡 縄 文草 創 ・早、古 墳前

20 黒 沢 館 跡 中世 54 塩 西 遺 跡 旧石器 、古 墳前 ・後

21 若 松 遺 跡 中 ・近 世 55 岩比田遺跡 旧石器、縄文早、古墳後 、奈 良 ・平 安、中世

22 庚 申塚遺跡 近世 56 塩 前 遺 跡 縄文早、古墳前

23 松 原 遺 跡 中 ・近 世 57 塩新田遺跡 弥生後、古墳中

24 墓 遺 跡 近世 嵐 山 町

25 社 裏 遺 跡 中世 58 北 田 遺 跡 縄 文 早 ・晩、古 墳前

26 社裏北遺跡 中世 59 西 ノ谷遺跡 古墳後

27 社裏南遺跡 中世 60 泉蔵院遺跡 古墳中

28 三 ヶ尻遺 跡 縄文前～後、弥生中、古墳後、奈 良・平安、中世 61 芳沼入遺跡 弥生後

29 Nα23遺 跡 古墳後 62 大野田西遺跡 縄文 早 ～中、弥 生後 、奈 良 ・平 安

川 本 町 滑 川 町

301諦 光 寺 跡1奈 良 ・平安 63 三 門 館 跡 申世

江 南 町 64 舟 川 遺 跡 弥生後、古墳前

31 新 田裏遺跡 古墳後 65 栗 谷 遺 跡 縄文早、弥生後、古墳後

32 蛯 ヶ沢遺跡 縄文早～後、弥 生後古 墳前 ・後(埴輪窯跡群) 66 栗谷東遺跡 縄文早

33 西 原 遺 跡 旧石 器、縄 文 前～ 後、奈 良 ・平安

時代後期の群集墳であり、現在までに前方後円墳1基 、円墳20基 の計21基 が確認されている。古墳群

中には過去発掘調査が実施 されたものもあ り、多数の副葬品が検出されている(熊 谷市1963)(貞 末

1973)(熊 谷市教委1977)。 詳細については第V章 において述べることとする。

次に本遺跡周辺の歴史的環境について概観する。

旧石器時代は、近年、江南台地上で検出例が増加している。江南町鹿嶋遺跡(44)、 塩西遺跡(54)、

本田東台遺跡(50)、 荒神脇遺跡(46)で は礫群やナイフ型石器が、川本町白草遺跡では細石器のブロッ

クや荒屋型彫器が検出されている。石器はソフトローム層中からの検出例が多いが、塩西遺跡ではハー

ドローム層中からの検出例があり、最古段階と考えられる。
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第2表 周辺古墳一覧表

熊 谷 市 a 新 山古墳 群 古墳後 B' 山 中 古 墳 群 古墳後

A 瀬戸山古墳群 古墳後 b 塩 ・第1支 群 古 墳 前 ・後 C' 蟹 沢古 墳群 古墳後

B 万吉下原古墳群 古 墳前 ・後 C 塩 ・第2支 群 古 墳 前 ・後 D' 天神山横穴墓群 古墳後

C 村 岡古 墳群 古墳後 d 塩 ・第3支 群 古墳後 E' 天神前古墳群 古墳後

D 肥 塚古 墳群 古墳後 e 塩 ・第4支 群 古墳前 F' 馬場古 墳群 古墳後

E 原島古 墳群 古墳後 f 塩 ・第5支 群 古墳後 G' 鼻田沼古墳群 古墳後

F 玉井古 墳群 古墳後 9 塩 ・第6支 群 古墳前 H' 矢崎古 墳群 古墳後

G 石原古 墳群 古墳後 h 塩 ・第7支 群 古墳後 1' 栗谷古 墳群 古墳後

H 坪井古 墳群 古墳後 i 桜 山 古 墳 群 古墳後 ∫ 中 山古 墳 群 古墳後

1 広瀬古 墳群 古墳後 j 立野古 墳群 古墳後 K' 後谷古 墳群 古墳後

J 三ヶ尻古墳群 古墳後 嵐 山 町 L' ゴエモン塚古墳群 古墳後

川 本 町 k 古 里 ・北 田支 群 古墳後 M' 山の上古墳群 古墳後

K 鹿 島古墳群 古墳後 1 古里・上土橋支群 古墳後 N' 菖蒲沼古墳群 古墳後

L 清水山古墳群 古墳後 m 岩根沢横穴墓群 古墳後 ○ ノ 追 山古 墳 群 古墳後

江 南 町 n 古 里 ・駒込支 群 古墳後 P' 棘 山古 墳 群 古墳後

M 姥ヶ沢古墳群 古墳後 O 古 里 ・尾根支 群 古墳後 東 松 山 市

N 上前原古墳群 古墳後 P 陣屋古 墳群 古墳後 Q' 市の坪古墳群 古墳後

○ 行人塚古墳群 古墳後 滑 川 町 R' 比丘尼山横穴墓群 古墳後

P 瀞簡院古墳群 古墳後 q 西浦古 墳群 古墳後 S' 三千塚 第1支 群 古墳後

Q 天神山古墳群 古墳後 r 松原古 墳群 古墳後 Tノ 三千塚・第～肢 群 古墳後

R 野原東古墳群 古墳後 S 峯(畠中)古墳群 古墳後 Uノ 三千塚 第～岐 群 古墳後

S 野原 古墳 群 古墳後 t 山 崎 古 墳 群 古墳後 V' 三千塚 第V支群 古墳後

T 石橋山古墳群 古墳後 u 巌 山古 墳 群 古墳後 W' 秋葉塚 古墳 古墳後

u 漆畑 古墳 群 古墳後 V 麓 古 墳 群 古墳後 ズ 新屋敷1号 墳 古墳後

V 高根横穴墓群 古墳後 W 柴 山古 墳 群 古墳後 Yノ 三千塚 ・第IV支 群 古墳後

W 日向 古 墳 群 古墳後 X 両表古 墳群 古墳後 Zノ 三千塚 第皿支群 古墳後

X 上原 古墳 群 古墳後 y 小姓前古墳群 古墳後 aノ 三千塚・第H支 群 古墳後

Y 西 古 墳 群 古墳後 Z 三軒新田古墳群 古墳後

Z 釜 場古墳 群 古墳後 Aノ 円正寺古墳群 古墳後

縄文時代については草創期段階からみられる。現在確認されている遺跡は江南町船川遺跡(53)のみで、

開析谷に面 した台地上に立地している。尖頭器等石器の検出例が多 く、土器はあまりみられない。

早期になると遺跡数が増加し、特に江南台地上においてみられる。これらの遺跡からは、撚糸文 ・沈

線文 ・押型文土器が伴出してお り、継続的に集落が営 まれていたことが考えられる。江南町鹿嶋遺跡

(44)、宮脇遺跡(49)では早期撚糸文段階の竪穴住居跡が検出されている。

前期は江南台地西部では寄居町南大塚遺跡をはじめ多数の集落跡が出現するが、台地東部では検出例

が少なく、和田川、及び吉野川流域に点在するのみである。台地西部の集落跡も前期前半にピークを迎

えるが、徐々に減少 していき、末頃には台地東部の江南町上前原遺跡(42)の みとなる。

中期は初頭段階こそ検出例は少ないが、前半 ・勝坂式期になると次第に増加しはじめ、後半の加曽利

E式 期には爆発的に多くなる。そして、100軒 以上もの住居跡からなる大規模集落が出現 してくる。本

遺跡周辺では主に吉野川沿いに遺跡がみられ、川本町上本田遺跡からは環状に配された住居跡が62軒

検出されており、大規模集落の1つ といえる。本遺跡周辺ではこうした拠点的集落の周りに小 ・中規模

の集落跡が存在する状況がみてとれる。

後期は台地上のみならず低地上にも進出し始めるが、中期に比べて遺跡数が減少する。本遺跡周辺で
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は、江南町蛯 ヶ沢遺跡(32)に おいて住居跡が検出されている以外にはみられない。

晩期は後期 に比べてさらに減少する。遺跡は後期から続く傾向が伺え、低地上での動向が目立つ。た

だ、江南町では晩期でも終末の浮線文土器が採集されてお り、同期の遺跡が存在することは間違いない。

弥生時代は初期段階では低地上での動きが目立ち、本遺跡周辺では後期に入ってからみ られるように

なる。集落は数軒単位の小規模なものが主となるが、川本町白草遺跡では22軒 と比較的多 く検出され

ている。土器は縄文系の吉ヶ谷式土器を主体 として櫛描文系の岩鼻 ・樽式土器を含む。また、大里村円

山遺跡では南関東地方の久ヶ原式土器を伴 う方形周溝墓が検出されており注 目される。

古墳時代前期は比企丘陵に隣接する松山台地では大幅な遺跡の増加がみられるが、本遺跡周辺ではさ

ほどみ られない。江南台地上ではほぼ等間隔に点在 し、比企丘陵上では特に江南町塩地区に集中してい

る。特筆すべき事例 としては、江南台地上では本遺跡の北西に位置する万吉下原古墳群(B)に おいて盛

土を有する方形周溝墓が3基 検出されていることや、江南町行人塚遺跡(42)で は鉄器生産跡が検出さ

れていること等が挙げられる。また、比企丘陵上に立地する塩古墳群 ・第1支 群(b)で は盛土をもつ方

形周:溝墓20基 と前方後方形周溝墓2基 が検出されてお り、主体部をもつ方形周溝墓か ら鉄剣やガラス

玉等が出土 している。

中期は他地域同様、検出例が非常に少ない。集落跡は江南町富士山遺跡(34)、 塩西遺跡(54)、 塩新

田遺跡(57)等 があるが、 このうち塩新田遺跡では初期段階の竈を持った住居跡が検出されてお り、次代

へのつなが りがみてとれる。また、大里村船木遺跡では石製模造品の生産跡が見つかってお り、当時の

祭祀形態を検証する上で貴重な事例である。古墳は比企丘陵上に立地する東松山市三千塚古墳群中の雷

電山古墳がみ られるのみである。全長86mの 帆立貝式前方後円墳で、県内最古の埴輪が検出されている・

後期になると遺跡数は爆発的な増加をみせ始める。特に荒川以北の妻沼低地 自然堤防上においては多

数の遺跡が検出されているが、本遺跡周辺では江南町本田東台遺跡(50)に おいて大規模な集落跡が検

出されている以外に目立った動きはみられない。ただし、古墳は群集墳として多数存在 し、台地 ・丘陵

上の開析谷に面する場所には無数の古墳群が所在 している。同期の古墳群は主に小規模な前方後円墳 と

円墳群で構成されてお り、これは瀬戸山古墳群 にも当てはまる。この他には生産遺跡 として、江南町

蛯 ヶ沢(32)・ 権現坂埴輪窯跡(36)等 があり、多数の窯跡や工房跡、粘土採掘坑、還元焔焼成の円筒埴

輪が出土 しており、広域な供給圏を有していたと思われる。

律令体制の始まる奈良 ・平安時代は、本遺跡周辺は武蔵国男金郡に属すると想定される。遺跡は古墳

時代後期以降引き続き営まれ るものが多く、規模も大きくなる。本遺跡周辺でも、江南町荒神脇遺跡

(46)や岩比田遺跡(55)等 において数十軒にも及ぶ住居跡が検出されている。また、近年、川本町百済木

遺跡か らは大型の掘立柱建物跡や一辺10m以 上の大型住居跡を有する集落跡が検出されてお り、有力

者層の居宅と考えられている。寺院関連では基壇建物や宗教関連遺物、 「花寺」の墨書土器等が検出さ

れた江南町寺内廃寺(38)や 、金銅仏の出土が伝えられる川本町諦光寺跡(30)等 がある。また、寺内廃

寺の南には式内社 ・出雲乃伊波井神社がある。

中世の遺跡は本遺跡北に村岡館跡(6)が み られる以外に、江南町、川本町、滑川町等周辺には館跡を

はじめ、多数の遺跡がみ られる。また、江南町野原古墳群(S)で は古墳時代後期の古墳から鋳造製の阿

弥陀仏が出土した例があ り、経塚として利用された様子が伺える。
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査は、調査地点1・2と もまず遺構確認面 まで重機で掘削 し、そ の後 人力によ る手掘 り作業 を

行 って いった。遺構検出数の多い調査地 点2は 、一辺4mの グ リッ ド方式を用 いて調査 区全体 を網羅で

きる様 に、南西隅 をA-1と して北へ1・2・3… 、東へA・B・C… とし、Aラ イ ンは南か ら北へA

-1・A-2・A-3… と呼称 した。Bラ イ ン以東 も同様 に呼称 し、グ リッ ド設定 を行 った。

手掘 り作業終 了後は、各遺構 ごとに実測、遺物 の取 り上げ、写真撮影等 の作業 を順次行 っていった。

なお、実測 作業 を行 うにあたっては、グ リッ ド交点 に設 定 した杭 を基 準 に水糸 によ る1m間 隔の メ ッ

シュを張 り、簡易遣 り方 によ る方法で行 った。

2検 出された遺構 と遺物

検出された遺構は、調査地点1か らは古墳時代後期の古墳1基 、調査地点2か らは古墳時代前期の竪

穴住居跡8軒 、古墳時代後期の古墳12基 、古墳時代後期以降の溝跡9条 、土坑32基 、ピ ット9基 、江

戸時代の墓墳1基 等である。遺構のほとんどが調査地点2か らの検出である。

竪穴住居跡はすべて古墳時代前期の所謂五領式期でも末期段階のものである。 これ らのほとんどが確

認面から浅く、平面プランは正方形である。大半が他の遺構と重複してお り、状態の良いものはほとん

どみられないが、第1・6号 住居跡の貯蔵穴、及びその周辺か らは良好な一括資料が得 られた。

古墳は調査地点1で は全形を検出できたが、調査地点2で は調査区域の都合から全形を確認したもの

は少ない。また、住居跡同様、他の遺構 と重複 しているものが多い。古墳は円墳を主とし、墳丘はみな

削平された状態であり、検出したのは周溝のみである。 このうち、調査地点2の 北端に位置する第9・

10号 墳は二重に周溝が巡ってお り、外側の周溝(以 下 「外周溝」)は 幅広で緩やかに掘 り込まれてい

るのに対 し、内側の周溝(以 下 「内周:溝」)は 幅が狭 く、逆台形状を呈している。両周溝の同時性につ

いては判別できていないが、同心円状に巡っていることから1つ の古墳と判断した。古墳出土遺物は土

器、埴輪を主体 とするが、ほとんどが破片である。また、遺物数は各古墳によ りに違いがみられた。埴

輪は朝顔形のものを含めて円筒埴輪が主体となるが、第1号 墳か らは唯一、形象埴輪が検出されている。

溝跡は時代 ・時期不明であるが、住居跡や古墳を切って構築されていることから、古墳時代後期以降

のものである。遺物は周辺か ら流れ込んだ土器 ・埴輪があるが、図示可能な遺物はみられなかった。

土坑は溝跡同様、遺物の僅少さか ら時代 ・時期の判別が困難である。 このうち、第2号 墳の北側にあ

る第9号 土坑では、円筒埴輪がまとまって検出されたことから古墳時代後期のものであるが、その他 に

ついては、住居跡や古墳を切っていることから古墳時代後期以降のものとしか判断できない。

墓塙か らは江戸時代の遺物が若干検出されている。やや崩れた状態ではあったが、緑泥片岩を箱型に

組み合わせた構造であった。調査地点2の 北東隅から1基 のみ検出された。

ピットは主に調査地点2の 北東部において検出されている。 これ らはほぼ7号 溝跡に沿って位置して

いることから溝跡に付随するものと思われる。その他のピットについては規則的に並ぶものはみ られな

かった。
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w 遺構と遺物

1古 墳 時 代 前 期 の 遺 構 と 遺 物

(1)竪 穴 住 居 跡

第1号 竪穴住居跡(第6図)

調査地 点2の 南東、M・N-5・6グ リ ッ ドに位 置す る。長軸4.54m、 短軸4.21mで 、 平面 プ ラ ン

は ほぼ正方形 で ある。確認面 か らの深 さは0.09rn～0.18mで やや高低 差が ある。主軸方 向 はN-49°

-E 。北 ・西 ・南壁沿 いには壁溝 がみ られ、北側 は中央部分 が切れ てい る。幅は最 も狭 い南壁沿 いで

0.13m、 最 も広 い北東隅 で0。56rnあ るが、0.20rn前 後が平 均的で ある。床面か らの深 さ は0.14rn前 後

である。 なお、幅広 の北東隅壁溝内は階段状になっている。床面はやや凹凸がみ られるが全面貼床面で

あ る。炉跡 はみ られなか ったが、住居跡内の所 々で焼土が検 出された。 また、東壁沿いには炭化物が ま

◎◎

鵬

土層説明(AA'>

1赤 褐色 土 焼土主体。 ロームブ ロック ・炭化物含む。
2黒 褐 色 土 炭化物主体。焼十粒 ・ローム粒含 む。

3黒 褐 色 土 ロームブ ロック ・炭化物含 む。

4褐 色 土 焼土粒 ・ローム粒含 む。

5褐 色 土 ロームブロック多蚤含 む。

6黄 褐 色 土 ロームブロック主体。 ⑪ 2m一

第6図 第1号 墜 穴 《主居 跡
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とまって検 出された。貯蔵穴 は南東 隅 に設 け られて いる。長軸0.69m、 短軸0.62mで 、 いびつ な台形

状 を呈 している。柱穴 は4つ 確認 された。主柱穴 と思われる ものはみ られな いが、すべて住居跡 に付随

す ると思われる。 また、柱穴以外 にも土坑状の掘 り込みが住居 跡内東側で2つ 検 出されて いるが用途は

不 明である。

遺物は貯蔵穴、 及びそ の西側床面上か らまとまって検 出された。 出土遺物 には、土師器 ・壺、甕、高

圷、堆、椀、 ミニチュア土器 の他 に、刀子(?)、 円筒埴輪がある。

第7図1・2は 壺。1は 胴 部 にヘ ラナデ後 ミガ キが施 されてい る。3～10は 甕。3～8は 口縁部が 「

く」の字、9・10は 「S」字状 を呈す る。11～17は 高杯。 いずれ も口縁部が直線的で、杯部 に稜 を有 し、

脚部 がやや膨 らみ、裾部 は平坦 に近いタイプで ある。15の 外面 にはハ ケメが残存 してい る。18～21・

第8図22～25は 堆。大 中小 さまざまであ り、赤彩 した ものもみ られ る。26は 口縁 部が短 く、器高 が低

い こと等か ら椀 と した。27・28は ミニチ ュア土 器。27は 甕、28は 高圷 で ある。29～33は 円筒埴輪 ・

胴 部片。周 辺の古墳か らの流 れ込 みであ る。ヘ ラナデ整形 の29・30は 朝顔形 の円筒埴輪 の可能性 があ

る。32の 外面 にはヘ ラによる線刻がみ られる。34は 刀子 と思われ る鉄製 品。上部 を欠 いて いる。
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第3表 第1号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高底 径 技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

91

土師器

壺

19.2

25.2

6.8

外 ロ縁部横 ナデ。胴部横 ・斜位 ヘラナデ後

斜位 ミガキ。内 口縁部横 ナデ後横 ・斜位 ミ

ガキ。胴部横位ヘラナデ。複合口縁。胴部球形。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

にぶい赤褐

褐灰色

褐 色

良好 ほぼ完形

2

一

土師器
壺

:
一

外LR単 節縄 文。内 横位 ヘ ラナ デ.外 面

摩耗顕著。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい赤褐
褐灰色

内 褐 色

良好 肩部片

3

19

土師器
甕

(17.2)

(4ユ)
一

外 口縁部斜位 ハケ メ、胴 部斜位ヘ ラナデ。

内 横位ハ ケメ。胴部横位 ヘ ラナデ。ロ縁部

やや外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 やや粗

にぶい赤褐色

明赤褐色
良好

口縁 部

20%

4

19

土師器

甕

(17.0)

(3.6)

一

外 口縁 部 斜位 ハ ケ メ。内 横 位ハ ケ メ。口

縁部やや外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
角閃石 小石 密

にぶい褐色

明赤褐色
良好

口縁部

20%

5

19

土師器

甕

(12.6)

(5.8)

一

外 口縁 部横位 ヘラナデ。内 口～胴 部横位
ヘ ラナデ。内外面剥 離顕著。口縁部 やや外

反す る。胴部膨 らむ。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石
石英 小石 やや粗

にぶい赤褐色

明赤褐色
良好

口40%

胴15%

胴部調整図示不
可。

6

一

土師器

甕

(16.0)

(3.2)

～

内外 と もに 口縁部 横 ナデ。口縁 部 「く」の

字状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
密

外 明赤褐色
榿 色

内 榿 色

良好
口縁部

15%

7

19

土師器

甕

(14.2>

(34)
一

外 ロ縁部横ナデ。胴部横位ヘラナデ。
内 ロ縁部横ナデ。胴部横位ヘラナデ。外面
剥離顕著。口縁部外反する。

砂粒 白色粒

角閃石 石英
長石 密

にぶい赤褐色 良好
ロ縁部

30%

8

㎜

土師器

甕

(12.8)

(3.7)

一

内外 ともに横 ナデ。口縁 部外反する。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

外 にぶ い黄褐

オリーブ黒色

内 褐灰色

良好
口縁部

15%

9

一

土師器

甕
:
一

内 外 と もに横 ナデ。ロ縁部 「S」字状 呈 す

る。

白色粒 石英

小石
やや粗

黒褐色 良好 口縁部片

10

【

土師器

甕
二
一

内 外 と もに横 ナ デ。口縁 部 「S」字状 呈 す

る。

砂粒 白色粒

石英
密

黒褐色
褐 色

良好 口縁部片

唾よ

Gゾ

ー

1⊥

土師器

高 杯

19.8

15.O

l4.2

外 口縁 ・裾 部横 ナデ、脚部 縦位 ヘ ラナデ。

内 ロ縁 ・裾 部横 ナデ。脚部 縦位 粗 いナデ。

口縁 部直線 的 に開 く。圷 部稜有。脚部や や

膨 らむ。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英

密

にぶい褐色

榿 色
良好

口70%

杯90%

脚90%

裾25%

∩乙

Qゾー⊥-

土師器

高 杯

17.8

15.2

13.3

外 口縁・裾横 ナデ、杯部 斜ハケ メ後横 ヘ ラ

ナデ、脚部縦 ヘ ラナデ。内 口縁 ・裾横ナデ。

脚 部縦 ・横 ナデ。口縁部 直 線的 に開 く。圷

部稜有。脚部や や膨 らむ。

砂粒 黒色粒
石英 小石

密

明赤褐色
榿 色

良好 ほぼ完形

ら

δ

Qゾー⊥り⊥

土師器
高 杯

19.6

(15.4)
一

外 ロ縁 ・裾 部横 ナデ 、杯 部横位 ヘ ラナデ、

脚 部縦 位ヘ ラナデ 、内 口縁 ・裾 部横 ナデ。

脚 部横位粗 いナデ。ロ縁 部直線 的に開 く。

杯部稜有 。脚部 やや膨 らむ。

砂粒 黒色粒
角閃石 石英

小石
密

外 赤 色
内 明赤褐色 良好

口20%

圷90%

脚100%

裾10%

14

㎜

土師器

高 杯

(19.6)

(5.0)
一

外 口縁部横ナデ、杯部横位ヘ ラナデ。

内 ロ縁部横ナデ。口縁部 直線的 に開 く。杯

部稜有。

砂粒 白色粒

石英
密

外 赤 灰赤
内 灰褐色

にぶい燈色
良好

口～杯

30%

15

一

土師器

高 圷

21.8

(6.6)

外 ロ縁部 横ナ デ、杯 部縦位 ハ ケメ後 一部

横位 ヘラナデ。 内 口縁部横 ナデ、ナデ。ロ

縁部 直線的に 開く。圷部稜有。

砂粒 白色粒

石英 黒雲母
小石 密

外 赤褐色
黒褐色

内 赤褐色

良好
口90%

圷100%

16

一

土師器

高 圷

一

(5.9)
一

外 口縁 部横 ナデ、斜 ・縦 位 ヘ ラナデ、杯部

横 ・斜位 ヘ ラナデ 。内 口縁部 横 ナデ。口縁

部 やや外反す る。杯部稜有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
金雲母 小石 密

赤褐色 良好
圷 部
20%

17

[

土師器

高 杯

一

(2.1)
(12.0)

内外 ともに横ナデ。緩やか に広 がる。 砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
密

暗褐色
赤褐色

良好
裾 部

30%

∩
6

()-↓9
臼

土師器

増

10.6

133

2.8

外 口縁横 ナデ、胴横 ・斜ヘ ラナデ。内 口縁

横 ナデ、胴横 ヘ ラナデ、口縁 部直線 的に 開

く。胴部球 形。底部 上げ底。

砂粒 白色粒

黒色粒 長石
石英 密

外 にぶい赤褐
黒 色

内 にぶい赤褐

良好 ほぼ完形

(》

0

嘘主

9勧

土師器

増

12.4

17.3

2.4

外 ロ縁横ナデ、胴横 ・斜ヘ ラナデ。

内 ロ縁横ナデ、胴横 ヘラナデ、口縁部直線

的に開 く。胴 部球形。底部上げ底。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
密

にぶい赤褐色 良好 ほぼ完形

0

09自9ρ

土師器
堆

10.6

(8.1)
　

外 ロ縁横ナデ、縦 ヘラナデ。胴 部横ヘ ラナ

デ 。内 口縁横 ナデ。胴 部横 ヘ ラナデ。口縁

部直線的 に開 く。胴部球形。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英隔密
外 機 色
内 明赤褐色

良好
口45%

胴35%

21

【

土師器

堵

(11.8)

(3.8)
一

外 口縁部 縦位ヘ ラナデ。内 口縁部 横位 ヘ

ラナデ。口縁部やや内湾す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
角閃石 密

にぶい赤褐色 良好
口縁部

25%

∩乙

()9白9自

土師器

増

一

(12.6)

一

外 口縁横ナデ。胴横 ・斜ヘ ラナデ。

内 口縁横 ナデ。胴斜 ヘ ラナデ。ロ縁部直線

的に開 く。胴 部球形。底部丸底。

砂粒 白色粒

密

外 にぶい赤褐
内 榿 色

良好

口10%

胴100%

底100%
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挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

らδ

09勧6乙

土師器

堆
王6

10.9

外 胴部 横 ・斜位 ヘ ラナ デ。内 胴部 横位 ヘ

ラナデ。胴 部球形。底部上げ底。

良好

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

石英 密

外 明赤褐色

内 赤褐色
良好

胴60%

脚100%

4

09自∩乙

土師器

増

9.4

9.6

2.7

外 ロ縁横ナデ、胴横 ・斜ヘ ラナデ。

内 ロ縁横ナデ 、胴横 ヘラナデ。ロ縁部直線

的に開 く。胴 部球形。底部上げ底。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

小石 密

にぶい榿色 普通 ほぼ完形

rO

O9翻∩∠

土師器

増

9.8

8.9

1.0

外 口縁横ナデ、胴横 ・斜 ミガキ。

内 口縁 横ナ デ、胴 ユ ビオサ エ、ヘ ラナ デ。
口縁部直線的 に開 く。胴部球 形。丸底。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 密

黒褐色

赤褐色
良好 ほぼ完形

ρ0

09翻9翻

土師器

椀

11.8

8.3

3.2

外 口縁横ナデ 。胴横ヘ ラナデ。

内 口縁 横 ナデ。胴横 ・斜ヘ ラナ デ。ロ縁直

線的 に開 く。胴部球形。底部やや上げ底。

砂粒 白色粒

石英
密

外 黒褐色

内 にぶい榿色
暗褐色

良好 ほぼ完形

27

一

土 師器

ミニチュア

4.6

(2.8)
一

外 口縁部 横 ナ デ。胴 部 横 位 ヘ ラナ デ。内

ロ縁部 横ナデ。胴部 横位ヘ ラナデ。口縁部

外反す る。胴部倒卵形。

白色粒 黒色粒

石英
密

外 黒褐色

灰褐色
内 灰褐色

良好
口～胴

100%

台付甕。

28

一

土師器

ミニチュア

　

(1.5)
(L5)

外 脚部 縦位ヘ ラナデ。内 脚部横 位ヘ ラナ

デ。脚 部 「ハ」の字 に開 く。

砂粒 白色粒
石英

密

外 灰褐色
内 黒褐色

良好
接100%

脚10%

高杯。

29

25・26

円 筒
埴 輪

:
　

内外 とも に縦位 ヘ ラナデ。突帯 やや 丸 み

帯び る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 やや粗

榿 色 良好 胴部片

30

25・26

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位 ヘ ラナデ。内 斜 位 ヘ ラナデ。突帯

台形状呈す る。透孔有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗
榿 色 良好 胴部片

31

25・26

円 筒

埴 輪
三
一

外 縦 位 ハケ メ。内 縦位 ヘ ラナ デ。外 面 線

刻有。突帯台形状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

小石 やや粗

にぶい機色 普通 胴部片

32

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハ ケメ。内 横 ・縦位 ヘ ラナデ。外 面

線刻有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 やや粗

外 明赤褐色

内 褐 色
良好 胴部片

33

25・26

円 筒

埴 輪
二
…

外 縦位 細かいハケ メ。内 斜位ヘ ラナデ 。 砂粒 白色粒

黒色粒 小石
やや粗

にぶい榿色 良好 胴部片

第4表 第1号 竪穴住居跡出土鉄製品観察表

No

34

種 別

刀子?

最大長(C⑳ 最大幅(C⑳ 最大厚(Cの 重量(g)

(62)5.0 4.0

備 考

断面正方 形。上部欠 く。

第2号 竪 穴住居跡(第9図)

調査地 点2の 東側 ほぼ 中央、M・N-7～9グ リッ ドに位置す る。北側、及び中央 よ り東側 を第6号

溝跡 と第7号 墳によ り一部切 られて いる。 また、掘 り込 みがほ とん どみ られない ことか ら、 北側、及び

北西隅、 南西隅の壁 を欠 いて いる。

本住居跡 の規 模は残存す る東 西 中央部分 で6.95mを 測 ることか ら、一辺 約7m程 の正方 形 プ ランに

な るもの と思われ る。深 さは残 りの良い南東部 で約0.02～0.05mで あ る。主軸方 向はN-44°-E。

壁溝は残 りの良い西壁一部、及び南東部 にお いて確 認されたが、本来 は全周 して いたのか もしれな い。

幅 は0.15～0.56mで 一定 して いない。深 さは床 面、及び確 認面か ら0.06～0.14mで ある。床 面 は住 居

跡 中心か ら南西部 において貼床面 が検 出されたが、壁:溝同様、 本来 は全面貼床面で あった可能性が ある。

貼 床面 は ほぼ 平 坦で ある。炉 跡 は住居 跡 中央 よ りやや 南西 部 に設 け られ て い る。長軸0.79rn、 短 軸

0.66m、 床面 か らの深 さは0.08mで 、不整 円形 をして い る。炉跡 の北側 には若干 の焼土 が床面 に散 っ

ていた。 貯蔵穴 は南 東隅 に設 け られて いる。 径1.05rn前 後で ほぼ 円形状 を呈 して いる。床 面か らの深

さは0.52mで ある。貯蔵穴の上面には少量 の炭化物が まとまってみ られた。

柱穴は計8つ 検出 された。P1～3は 主柱穴 とな るが、北東部の柱穴は7号 墳 によ り破壊 され ている。

そ の他、P5は 遺物が検 出された ことか ら本住居跡 に伴 うものであ るが、P6～8に つ いては不 明で あ

る。 また、東壁 中央部 には楕 円形状を呈 した土坑状 の掘 り込みが見 られるが、東壁 内にライ ンが含 まれ
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土 層 説 明(CC-)DD'土 層 説 明(DD')

慧 雛 圭鰹提避 撒 圭
3暗 褐色 土:ロ ー ム粒多量含 む。

02翻 亀

奪 磯 艶

。-
123

第9図 第2号 竪穴住居跡 ・出土遺物

一17一



第5表 第2号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高底

径
技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

21

土師器

高杯

一

(6.2)
9.8

外 脚部 縦位 ヘ ラナ デ。内 斜位 ヘ ラナデ。

台付。接合 部突帯有。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

小石 やや粗

黄榿色

榿 色
良好

脚 部

100%

2

21

土師器

器 台

53

5.7

7.8

外 口縁横位、台部縦位ヘ ラナデ 。

内 ロ縁 ・台 部横位 ヘ ラナデ 。杯 部底 面、台

部(4つ)透 孔 有。口縁 部直 線 的 に開 く。台

部 「ハ」の字 に開 く。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英

密

外 にぶい赤褐
内 明赤褐色

良好 完 形

3

一

円 筒
埴 輪

ニ
ー

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位 ヘ ラナデ 。突 帯低

く、や や丸 み帯び る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 やや粗

外 にぶい赤褐
内 榿 色

良好 胴部片

◎
陀

跳

◎

へ

、諺 02m一

第10図 第3号 竪穴住居跡
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ることか ら、 本住居 跡に伴 うもの と判 断 した。掘 り方の可能性 も考 え られる。

出土遺 物は残 存状態の悪 さか ら少ない。 このうち図示可能な遺 物は3点 のみである。

第9図1は 土 師器 ・高杯 の脚部。接合部 には突帯が巡 っている。2は 土 師器 ・器台。完形 品である。

P5か ら出土 した。3は 円筒埴輪 ・胴部片。7号 墳か らの流れ込 みである。

第3号 竪穴住居跡(第10図)

調査地点2の 北東、M～O-10・11グ リッ ドに位置す る。本住居 跡の規模 は一辺7.05mで 、平面 プ

ランは正方形 であ る。確認面 か らの深 さは0.05rn前 後 で、他 の住居 跡同様、非常 に浅 い。主軸 方向 は

N-36°-E。

壁溝は南西隅 と南側壁 中央部 にみ られ るだ けで ある。幅は南西隅で0.12m、 南側 中央で0.46mあ る。

/嶺 蓼張 、 霧 「孜,笥

騨 灘札
∠笏 醐" 《

5

冤
λぐ札,翌

第11図 第3号 竪穴住居跡出土遺物
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第6表 第3号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

-

　

土師器

壺

一

(3.7)
一

外 頸部横ナデ、肩部縦 ・斜位ハケ メ。

内 口縁部横ナデ 、肩部横位 ヘ ラナデ。内面

輪積 痕有。

砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密

外 にぶい黄褐
褐灰色

内 にぶい機色

良好
頸30%

肩15%

2

21

土師器

甕

(12.3)

(3。3)
一

外 ロ縁部横ナデ、胴部縦位ハ ケメ。

内 口縁部横 ナデ 、胴部横位 ヘ ラナデ。ロ縁

部rS」 字状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 密

外 灰黄褐色
黒褐色

内 にぶい褐色

良好
口～ 胴

15%・

3

「

土師器

甕

(18.0)

(L7>
　

内外 とも に 口縁 部横 ナ デ。口縁 部 「S」字

状呈 する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
石英 密

外 明褐灰色
内 にぶい赤褐

良好
口縁部

10%

4

21

土師器

甕
こニ
ー

外 口縁部横ナデ、胴部縦 ・斜位ハケ メ。

内 口縁部横ナデ、胴部横位 ヘ ラナデ。口縁

部 「S」字状呈す る。

砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
密

外 黒褐 灰黄

内 にぶい黄褐
暗灰黄色

良好 口～胴片

5

{

土師器

甕
ニ
ー

外 口縁部横ナデ、胴部斜位ハ ケメ。

内 ロ縁部横ナデ、胴部横位 ヘ ラナデ。口縁

部 「S」字状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
密

外 黒色 褐色

浅黄色
内 褐灰色

良好 口縁部片

6

「

土師器
甕

二
　

内外 とも に 口縁 部横 ナ デ。口縁 部 「S」字

状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

密

外 にぶい黄榿
灰黄褐色

内 暗灰黄色
良好 口縁部片

7

{

土師器
甕

一

(3.3)

一

外 斜 位 ハ ケ メ後 斜 位 ヘ ラナデ。内 横 ・斜

位 ヘラナデ。台 付。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 密

外 にぶい榿色
灰黄褐色

内 灰白色
普通

接合部

100%

8

　

土師器
器 台

(8.8)

(3.0)

一

内外 ともに 口縁部 縦 ・斜 位ヘ ラナデ。口縁

部や や 内湾 す る。台部緩 やか に広 が る。底

面透孔有 。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 密

外 にぶい機色
灰黄褐色

内 灰白色

普通
口25%

接100%

9

21

土師器

増

14.6

(7.9)
一

内外 と もに 口縁 部縦 位 ミガ キ。口縁部 直

線的 に開 く。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

密

赤褐色 良好
口縁部

100%
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床面か らの深 さは0.25mで あ る。床面 はやや 凹凸がみ られ るが、全面貼床 面であ る。炉 跡は住居 跡 中

心か らやや 北側 に設け られ てい る。径0.651n前 後 の不整 円形状 を呈 してお り、床面か らの深 さは0.08

mで ある。柱穴 は計7つ が確認 された。 この うちP1～4が 主柱穴 となるが、P2は 他の柱穴 に比べて

小 さい。 また、P4の まわ りか らは焼土、及び炭化 物が検 出され ている。P5～7は 本住 居跡 に伴 うも

のか どうかは不 明で ある。貯 蔵穴 は南東隅 に設 け られ て いる。長軸1.60m、 短軸1.16m、 床 面か らの

深 さは0.15mで 、楕 円形状 を呈す る。貯蔵穴内 には2つ の掘 り込 みが あ り、そ の間 にP7が み られ る。

出土遺物は少 な く、 図示可能な遺物は9点 のみである。土 師器 ・壷、甕、器台、堆等 がみ られ、 いず

コ
2

∩
U

・

ヒ

<

壽
土層説明(CC')

1黒 色 土:焼 土粒含 む。

2赤 褐 色土:焼 土。

3黄 褐 色 土

m2

引

懸罵羅 融〃筋物綱 〃

4
く 7

5

010c僑一

第12図 第4号 竪穴住居跡 ・出土遺物
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第7表 第4号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高底 径 技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

【

土師器
甕

(21.6)

(43)
一

外 口縁 部横ナデ。胴部縦 ・斜位ハケメ。

内 口縁部横ナデ。胴部横位 ヘ ラナデ。ロ縁

部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 密

外 褐灰色

黒 色
内 灰褐色

良好
口縁部

15%

2

一

土師器

甕
(3.6)

一

内外 ともに 口縁 部横 ナ デ。口縁 部 「く」の

字状 呈する。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
小石 密

外 にぶい赤褐

暗褐色
内 にぶい榿色

良好
口縁部

20%

3

【

土師器

甕

:
一

外 口縁部横 ナデ、斜位 ハケ メ。内 横 ・斜位

ハ ケメ。口縁 部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

密

外 榿 色
内 明赤褐色

にぶい機色
良好 口縁部片

4

一

土師器
甕

:
一

外 口縁 部 横ナ デ。胴 部 斜位 ハ ケ メ。内 口

縁部 横ナ デ。胴部 横位 ヘ ラナ デ。口縁 部 「

S」字状呈 する。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 密

外 黒褐色
内 黒褐色

にぶい赤褐
良好 口縁部片

一

土師器

甕

二
一

内外 とも に ロ縁 部 横 ナデ。口縁 部 「S」字

状呈する。

砂粒 黒色粒

石英
密

外 黒 色
内 褐 色

良好 口縁部片

れ も破片での検出である。

第11図1は 壺 ・頸 ～肩部片。 内面 には輪積 痕が み られ る。2～6は 「S」字状 口縁 を持 つ甕。 いず れ

も器壁が薄 い。7は 甕の接合部。 胎土 が粗 い。8は 器台。底面 には孔 を有する。外面 はナ デ調整である。

9は 堆 の口縁部で内外面赤彩 している。

第4号 竪穴住居跡(第12図)

調査 地点2の 東端 ほぼ 中央、P・Q-11・12グ リ ッ ドに位 置す る。本住居 跡の西 には3号 住、 北東

には5号 住が ある。残存状態が非常 に悪 く、 炉跡、柱穴、壁溝 のみ の検 出で ある。 また、 南東部は第6

号溝 に切 られて いるため、正確な規模 ・平面プ ラン等 は不 明であるが、検 出された柱穴、 及び壁溝か ら

みて一辺4.60m程 度 の正方形 になる と思われ る。主 軸方向 も定 かではな いが、N-33°-E程 度 にな

ろ う。壁溝 は、北側 と南側 にお いて一部検出されただけである。北東部 の壁溝は住居跡の 内側 に入 り込

み、炉跡に接す る所 まで延びて いるが、 これは確認面の影響 で掘 り方 まで掘 った結果 と考 え られ る。 ま

た、北西隅、 及び南西隅、南側 中央 にはピ ッ ト状の掘 り込みがみ られ るが、 これ も確認面 の影響か ら壁

溝が ピ ッ ト状 にな った もの と思 われ る。北側、及び 南側 の壁溝 の幅 は0.26～0.45m、 確 認面か らの深

さは0.05m前 後 であ る。床面 は削平 され てい るた め残 って いないが、床面 中心 よ りやや 北側 には炉跡

が設 け られて いる。長 軸0.67m、 短軸0.50mで 不 整 円形状 を呈す る。深 さは床面 が有効 で はないので

定か ではな いが、確 認面 か らは0.05mを 測 る。柱穴 は計5つ 検 出されて いる。P1～4が 主柱 穴 と思

われ る。P5は 本住居跡 に伴 うものか どうか不明であ る。

本住居 跡の南 東部 には長 軸1.60m、 短軸1.25mの 掘 り込 みがみ られ、P3と 重 複 して いる ことか ら

別 の遺構 とも考え られたが、掘 り込み の東側 ライ ンが本住居跡東壁 ライ ンと一致す る ことか ら、 とりあ

えず本住居跡 に含 めた。掘 り方 の可能性が考 え られ る。

出土遺物は残存状態の悪 さか ら非常 に少な い。図示可能な遺物は5点 のみであるが、 いず れ も破片 で

ある。炉跡や周溝、柱穴よ り出土 した。 これ らはすべて土師器 ・甕の 口縁 部である。

第12図1～3は 口縁 部が 「く」の字 状 を呈 す る。2は 口径 がやや 小 さい。4・5は 「S」 字状 口縁 部

片。4は 器壁が薄い。
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調

査

区

外

土層説明(AA'BB')

1暗 褐色土

2黒 色 土

3黒 褐色土

4暗 褐色土

5暗 褐色土

6黄 褐色土

ローム粒 ・炭化物少量含む。

焼土粒 ・ローム粒 ・炭化物含む。

焼土粒 ・ローム粒少量含む。

ロー ムブロック ・炭化物少量含む。

焼土粒 ・ローム粒 ・ロームブ ロック ・炭化物含む。

ローム粒多量含む。

7ロ ームブ ロック

8暗 褐色 土:ロ ーム ブロック含む。

9褐 色 土:焼 土粒 ・ローム粒少量含む。

第13図 第5号 竪穴住居跡

02醗一

第5号 竪穴住 居跡(第13図)

調査地点2の 北東、P・Q-12・13グ リッ ドに位置す る。本住居跡 の北側 は9号 墳 と22号 土坑 によ

り切 られてお り、東側 は調査 区外 にある。 よって、規模は定かではないが、住居跡南東 の調査 区 との境

には貯蔵穴が見 られる ことか ら一辺5m程 度 のものにな ろう。 また、 平面プ ランは他 の住居 跡同様、正

方 形 にな ろう。確認 面か らの深 さは、0.15～0.20rnと しっか りした掘 り込 みが み られ る。主 軸方 向は

南 ・西壁 を基 準 とす る とN-30°-E程 度 にな る。検 出され た部分で の床 面は全面貼床 面で あ り、 ほ

ぼ平坦であ る。壁溝や炉跡、柱穴 は確認で きなか ったが、南壁沿いか らは焼土 や炭化物が まとまって検

出された。貯蔵穴は調査 区 との境 に設 け られてお り、 この部分が本住 居跡の南東隅になる と思われる。

貯蔵穴は長軸0.95m、 短軸0.80mで 、楕 円形状 を呈 して いる。

遺物は貯蔵穴内、及びその周辺 か らま とまって検 出されて いる。図示可能な遺物 は、土 師器 ・壺、 高

一22一
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第14図 第5号 竪穴住居跡出土遺物
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第8表 第5号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

21

土師器
壺

18.3

30.5

6.8

外 口縁横 ナデ、胴 部斜・縦ヘ ラナデ 。

内 口縁横 ナデ、胴部 横 ・斜ヘ ラナデ 。複 合

口縁。口縁部外反。胴部球形。底部平底。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
長石 小石 やや粗

外 明赤褐色

内 浅黄榿色
普通 ほぼ完形

2

21

土師器
壺

14.8

25.3

4.6

外 口縁 部横ナデ、胴部斜位ヘ ラナデ。

内 口縁部 横ナ デ、胴 部横 ・斜位 ヘ ラナデ。

口縁部 「く」の字。胴部 球形。平底。

砂粒 白色粒

黒色粒
やや粗

赤 色 良好 ほぼ完形

3

21

土師器
壼

一

(8.2)
6.2

内外 と もに斜位 ヘ ラナデ。胴 下～ 底部丸

くすぼ まる。底部 上げ底。

砂粒 白色粒

赤色粒 小石
密

外 にぶい赤褐
黒褐色

内 暗赤灰色

良好
胴～底

100%

4

22

土師器
高 杯

(18.3)
15.5

(14.2)

外 斜 位 ハ ケ メ。内 横位 ハ ケ メ。口縁 部 直

線 的に開 く。

白色粒 黒色粒

小石
密

外 赤 色

内 榿 色
良好

口15%

圷70%

脚90%

5

22

土師器

高 圷

18.6

14.6

13.4

外 口縁 ・裾部 横ナ デ。杯 部横 ヘ ラナデ。脚

部縦 ・横ヘ ラナデ。内 口縁 ・裾 部横ナデ。脚

部 横ヘ ラナデ。口縁 ほぼ 直線的 に開 く。杯

部稜有 。脚やや膨 らむ。裾平坦。

砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
小石

密

外 明赤褐色
褐灰色

内 にぶい赤褐
良好 ほぼ完形

6

22

土師器
高 杯

18.6

14.6

13.4

外 〔]縁・裾横 ナデ.圷 横 ヘ ラナデ.脚 縦 ヘ

ラナデ。内 口縁 ・裾横 ナデ。脚 横ヘ ラナデ。

口縁 直 線 的 に 開 く。杯 稜有。脚や や膨 ら

む。裾緩やか に広 がる。

砂粒 黒色粒
赤色粒 石英

長石
密

外 にぶい赤褐
灰褐色
榿 色

内 機 色

良好 ほぼ完形

7

22

土師器

高 杯

(19.2)

15ユ

(12.6)

外 口縁 ・裾 横ナデ。杯横ヘ ラナデ。脚縦 ・横
ヘ ラナデ。内 口縁 ・裾横 ナデ。脚横 ヘ ラナ

デ 。ロ縁直 線 的 に開 く。杯 稜有。脚 ほぼ 直

立。裾部やや膨 らむ。

砂粒 白色粒
石英 小石

やや粗

外 明赤褐色
にぶい赤褐

内 榿 色

良好

口45%

圷100%

脚100%

裾40%

8

22

土師器

高 杯

18.1

13ユ

11.8

外 口縁 ・裾横 ナデ。縦ハ ケ メ。杯横 ヘ ラナ

デ 。脚縦 ヘラナデ。内 ロ縁 ・裾横ナデ。脚横
ヘ ラナデ。ロ縁直 線 的 に開 く。杯 稜有。脚

ほぼ直立。裾 部緩やか。

砂粒 黒色粒

密 榿 色
明赤褐色

良好 ほぼ完形

9

22

土師器

高 杯

19.8

(5.4)
　

内外 ともに 口縁部 横ナ デ。口縁部 直線 的

に開 く。杯部 稜有。

白色粒 黒色粒

石英 小石
密

赤褐色 良好
口50%

杯100%

10

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位ハ ケ メ。内 横位ハ ケ メ、ヘ ラナデ。

口縁部やや外反す る。
砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密

にぶい赤褐色 普通 口縁部片

11

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 斜 位ハ ケ メ。口縁部 外

反する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

密
榿 色 良好 口縁部片

12

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 横 位ハ ケ メ。口縁部 直

線的 に開 き、口唇部やや受 け口状呈する。

砂粒 白色粒
石英

密
にぶい赤褐色 良好 口縁部片

13

25・26

円 筒

埴 輪
:ニ
ー

外 縦位ハ ケメ。内 縦位 ヘラナデ。 砂粒 白色粒
小石

やや粗
にぶい赤褐色 良好 胴部片

14

25・26

円 筒

埴 輪
二
　

外 縦位ハ ケメ。内 斜位 ヘラナデ。 白色粒 赤色粒

小石
やや粗

にぶい赤褐色 良好 胴部片

15

25・26

円 筒

埴 輪
:
　

外 縦位ハ ケメ。内 斜位 ヘラナデ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 粗

明赤褐色 普通 胴部片

16

25・26

円 筒

埴 輪
:
…

外 縦 位ハ ケ メ。内 斜 位 ハケ メ。内面 線刻

有。

砂粒 白色粒

黒色粒 小石
密

明赤褐色 良好 胴部片

17

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位ハ ケメ。内 横位 ハケメ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

明赤褐色 良好 胴部片

18

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位ハ ケメ。内 斜位 ハケメ。 砂粒 白色粒

黒色粒 石英
やや粗

明赤褐色 良好 胴部片

19

25・26

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位ハ ケメ。内 横位 ハケメ。 砂粒 白色粒

赤色粒 石英
やや粗

明赤褐色 良好 胴部片

20

25・26

円 筒

埴 輪
三
一

外 斜位 ハケメ。内 縦位 ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

石英 小石
密

にぶい赤褐色 良好 胴部片

21

25・26

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦位 ハケメ。内 縦位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
石英 密

外 榿 色

内 明赤褐色
良好 胴部片

22

25・26

円 筒

埴 輪
二
…

外 縦位 ハケメ。内 縦位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒
赤色粒 石英

密
にぶい赤褐色 良好 胴部片

一24一
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第15図 第6号 竪穴住居跡 ・出土遺物

杯のみである。 この他 には9号 墳か らの流れ込 みで ある円筒埴輪 ・破片が多数検 出された。

第14図1～3は 土師器 ・壺。1・2は ほぼ 完形で ある。1は 貯蔵穴、2は そ の西側床 面 よ り出土 し

た。3は 壷 ・胴下 ～底部。他 の遺物 とは離れた北西部 よ り出土 した。4～9は 高杯。 いず れも 口縁部が

直線的に開き、圷部 には稜 を有 し、脚部はやや膨 らみ、裾部 は平坦 に近 く、緩や かに開 くタイ プのもの

で ある。8の み外面 にハケメ調整が残存 してい る。貯 蔵穴 よ り出土 した。10～22は 円筒 埴輪。赤褐色

でハケメ整形のみみ られ る。9号 墳か らの流れ込みである。

第6号 竪穴住居跡(第15図)

調査地点2の 北端 ほぼ 中央、J・K-13・14グ リッ ドに位置 する。本住居跡は ほぼ 中央部分 を東 西

に10号 墳 内周溝 によ り分 断され、 また、南北 を5号 溝跡、 北東部 を23号 土坑、南壁中央 を26号 土坑 に

よ りそ れぞ れ切 られて い る。残 存状 態 は非常 に悪 いが、規 模 は計 測可 能で あ り、長 軸3.84m、 短 軸

3.22mの ほぼ 正方形 に近い。確 認面か らの深 さは0.15m前 後 であ る。主軸方 向はN-18°-E。 壁 溝

は 北 ・西壁 沿 いにみ られ、幅 は0.20～0.25m、 床 面か らの深 さは0.05m前 後で ある。検 出 した床面 は

全面貼床面であ る。炉跡 ・柱穴等 は確認で きなか ったが、貯蔵穴 は確認 された。南東隅 に設け られてお

り、長軸0.66m、 短軸0.44mで 、床面 か らの深 さは0.20rn前 後である。楕 円形状 を呈 して いる。

出土遺物は少ないが、 主に貯蔵穴 よ り検 出された。土師器 ・壺、増、器台等が ある。

第15図1は 壺。 口縁部 には棒状 浮文が二個 一対で貼 り付け られ てい る。2・3は 柑の 口縁部。2は

内外面 を赤彩 してい る。3は 口径が大 き く低 い。4は 器台の台部。外面 のみ赤彩 して いる。

一25一



第9表 第6号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高底

径
技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

22

土師器
壺

(15.0)

(47)
㎜

外 口縁 部 横ナ デ、横 位 ヘ ラナデ 。内 横 ナ

デ、横位 ヘ ラナデ。口縁部二個 一対 の棒状

浮文 有。

砂粒 白色粒
黒色粒 小石

やや粗

外 榿 赤澄

内 にぶい榿色
黒褐色

良好
口縁部

30%

2

22

土師器
堆

(10.6)

(6.6)

一

外 口縁 部 横 ・縦 位 ミガ キ。内 口縁 部横 位

ハケメ後縦位 ミガ キ。赤彩。

砂粒 黒色粒
石英 小石

密
赤褐色 良好

口縁部

40%

3

[

土師器
増

(12.0)

(4.0)

一

外 口縁部 斜 ・縦 位 ミガ キ。内 口縁部横 ・斜

位 ミガキ。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

密

にぶい黄禮色 良好
口縁 部

10%

4

「

土師器
増

三
一

外 裾部縦 ・横位 ミガ キ。赤彩。内 横位 ハケ

メ。裾部緩 やか に広が る。

砂粒 黒色粒
白色粒 角閃石

小石 密

外 赤褐色
内 浅黄榿色

良好
台 部
10%

第7号 竪穴住居跡(第16図)

調査地 点2の 北東端、M・N-15グ リッ ドに位 置 し、第9・10号 墳の 間にある。検 出 された のは住

居跡の南西隅 のみであ る。北側 半分は調査 区外 にあ り、南東部は第9号 墳 に切 られている。 よって、本

住居跡 の規模は不 明であ るが、 平面プ ランは検 出された南西隅か らみて他 の住居跡 同様、 正方形 にな ろ

う。確認 面か らの深 さは最 も深 い壁際で0.38rn、9号 墳寄 りで0.30rnあ り、住居跡 の 中心 部 に向って

やや高 くなる傾 向がみ られる。床面は全 面貼床面。壁溝 ・柱穴はみ られず、そ の他 の付属施設 につ いて

も不明で ある。

出土遺物 は非常 に少な く、図示可能な遺物 は5点 のみで ある。土師器 ・壺、甕、堆等が ある。

第16図1は 壺の底部。2～4は 台付甕 の台部。3・4は 折 り返 しがみ られ、器壁 が薄 い ことか ら「S」

土層説明(AAつ

1黒 色 土 ローム粒 ・ロームブロック ・灰褐色土含む。

2黒 褐色土 ローム粒少量含む。

3黒 色 土 ローム粒少量含む。

4暗 褐色土 ローム粒 ・ロームブロック含む。

02m
一

ー
ζへ

、文vへ

1

義
3

2

=3ユ 、

4

第16図 第7号 竪穴住居跡 ・出土遺物
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第10表 第7号 竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

-

　

土師器

壼

一

(2.3)
6.1

外 横位ヘ ラナデ。内 横 ・斜位 ヘラナデ。底

部 平底 。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

石英 密

外 にぶい機色

内 にぶい黄榿
良好

底 部

100%

2

一

土師器

甕

一

(6.6)
10.2

外 縦位ヘ ラナデ。内 横位ヘ ラナデ。 台部
「ハ」の字に開 く。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 やや粗

外 にぶい赤褐

内 にぶい黄褐
良好

台 部

100%

3

【

土師器

甕

一

(4.2)

(11.0)

外 斜位丁 寧なヘ ラナデ。内 横位ヘ ラナデ

。台部 「ハ」の字 に開 く。折 返有。

砂粒 黒色粒
角閃石

密

機 色
にぶい黄褐色

良好
台 部

20%

4

　

土師器

甕
ニ
ー

外 斜位丁 寧なヘ ラナデ。内 横位ヘ ラナデ

。台部 「ハ」の字に開 く。折返有。

砂粒 黒色粒
赤色粒 石英
小石 密

黄榿色

灰黄褐色
良好 台部片

5

【

土師器

増

一

(10.1)

一

外 横位 ミガ キ。赤 彩。内 横 ・斜位 ヘ ラナ

デ。胴部球形 状呈する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

角閃石 小石 密

外 赤褐色

黒褐色
内 にぶい榿色

良好
胴 部

35%

字状口縁を持つ甕の台部であろう。5は 堆の胴部。全面横 ・斜位のミガキ調整で、内外面 に赤彩が施さ

れている。

第8号 竪穴住居跡(第17図)

調査 地点2の 中央 よ りやや北東、L・M-11・12グ リッ ドに位置 し、第4号 住居跡 の西側 にある。

残存状態 が非常 に悪 く、4つ の主柱穴のみの検 出である。規模 ・平面プ ラン等詳細 については全 く不 明

である。柱穴 は深 さにバ ラツキがみ られるが、 ほぼ等 間隔に正方形 に配置 されている。確 認面か らの深

さはP1は0.25m、P2は0.14m、P3は0.40m、P4は0.18mで ある。

出土遺物 はみ られ ない。

6
.

P2

◎
1曳

第17図 第8号 竪穴住居跡

P◎

9

号

、

P3

@
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2古 墳 時 代 後 期 の 遺 構 と 遺 物

(1)古 墳

第1号 墳(第18図)

調査地点2の 南西隅、A・B-3～7グ リッドに位置 し、東側4mに は2号 墳が隣接する。大半が調

査区外にあり、検出されたのは東側の周溝部分のみである。周溝南の外側立ち上が りを一部1号 土坑に

切られている。周溝のまわ り具合からみて円墳である。墳丘は確認面段階で既に削平されてお り、調査

区の都合か らブ リッジの有無や内部主体等については不明である。

周溝は幅2.64～3.40mで 、確認面からの深さは0.50m前 後である。周溝外側の立ち上が りは緩やか

な傾斜で掘 り込まれているが、内側は外側に比べてやや急である。底面はほぼ平坦である。正確な規模

は不明であるが、確認面で周溝内側が調査区沿いに10.8mあ ることから、墳丘部の推定径はそれ以上

になろう。周溝の覆土は総じてローム粒やロームブロックを含んでいる。 自然堆積層。

n
U
ト

4m

土層説明(AAρ)

1表 土

2暗 褐 色 土 ロームブ ロック含 む。
2'暗 褐 色 土 ローム粒含む。

3黒 褐 色 土 ローム粒含 む。

4褐 色 土 ローム粒 少量含 む。

5褐 色 土 ロームブロック含 む。

6褐 色 土

7暗 褐色土

8黒 褐色土

9黒 褐色土

10褐 色 土

ロームブロ ック多 量、黒色粒少量含む。

砂質。2'層 よ り明る い。

ロームブロック含 む。

ロームブロック多量含 む。

02孤一

第18図 第1号 墳
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第11表 第1号 墳出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

23

土師器

高 杯

(22.8)

(15.3)
15.2

外 口縁 ・裾横ナデ、杯横ヘ ラナデ、脚 縦・横

ヘ ラナデ。内 口縁・裾 横ナ デ、脚 横 ヘ ラナ

デ 。ロ縁 やや 外反す る。杯 稜無。脚膨 らむ。

裾ほぼ平坦。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石
密

外 明赤褐色
榿 色

内 榿 色

良好

口5%

圷20%

脚90%

裾95%

2

　

土師器
高 杯

　

(3.6)

一

内外 ともに 口縁部横 ナデ。口縁部直 線的。

杯部稜有。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
小石 密

明赤褐色 良好
杯 部

35%

3 朝顔形 一 外 縦 位ヘ ラナデ。内 横 位 ヘ ラナデ。ロ縁 砂粒 白色粒

円筒 一 部外反す る。 黒色粒 明赤褐色 良好 口縁部片

25・26 埴輪 一 やや粗

4

25・26

朝顔形
円筒

埴輪

:
㎝

外 縦 位 ヘ ラナデ。内 横 位 ヘ ラナデ。ロ縁

部外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
やや粗

明赤褐色
にぶい赤褐

良好 口縁部片

5 朝顔形 一 外 縦 位 ヘ ラナデ。内 横 位 ヘ ラナデ。口縁 砂粒 白色粒

円筒 　 部外反す る。 黒色粒 赤色粒 榿 色 良好 口縁部片

25・26 埴輪 一 長石 粗

6 朝顔形 一 外 縦 位 ヘ ラナデ。内 横 位 ヘ ラナデ。ロ縁 砂粒 白色粒

円筒 一 部外反す る。 黒色粒 赤色粒 機 色 良好 口縁部片

25・26 埴輪 一 小石 密

7

25・26

円 筒

埴 輪

ニ
ー

外 縦 位ハ ケメ。内 横 位ハ ケメ、ヘラナデ。

口縁部や や外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 小石 密

外 榿 色
内 赤褐色

良好 口縁部片

8 朝顔形 一 外 縦位 ヘ ラナデ。内 斜位ヘ ラナデ。 白色粒 黒色粒

円筒 一 石英 長石 機 色 良好 胴部片
25・26 埴輪 一 粗

9 朝顔形 一 外 縦位 ヘ ラナデ。内 横位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

円筒 一 黒色粒 赤色粒 明赤褐色 良好 胴部片
25・26 埴輪 一 雲母 粗

10 朝顔形 一 外 縦 位ヘ ラナデ。内 横位 ヘラナデ。 砂粒 白色粒

円筒 一 黒色粒 赤色粒 榿 色 普通 胴部片
25・26 埴輪 一 角閃石 やや粗

11 朝顔形 一 突 帯部 。内 横位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

円筒 一 黒色粒 赤色粒 榿 色 良好 胴部片
25・26 埴輪 一 小石 粗

12 朝顔形 一 内外 ともに縦位 ヘラナデ。底面 刻目有。 砂粒 白色粒

円筒 　 黒色粒 石英 榿 色 良好 基底部片
25・26 埴輪 　 粗

第12表 第1号 墳出土形象埴輪観察表

N◎ 種 別 最大長(Cの 最大 幅(Cの 最大厚(C④ 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

90

つ
ρ14

形象埴輪
土鈴 2.62.32。8

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

榿 色 良好 一
No13・15～20

同 一 個 体

4

314

形象埴輪

土鈴
2.42.62.2

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

榿 色 良好 一
No13・14・16～

20同 一 個 体

搭0

り014

形象埴輪

土鈴
3ユ3.02.9

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

密
榿 色 良好 一

No13～15・17～

20同 一 個 体

aU

り014

形象埴輪
土鈴

2.52.42.3

砂粒 黒色粒

密
榿 色 良好 …

No13～17・19～

20同 一 個 体

7ー

つ
0'

1

4

形象埴輪
土鈴

2.8-2.6

砂粒 白色粒

黒色粒 小石
密

榿 色 良好 　
No13～18・20同
一 個 体

8

ら01轟4

形象埴輪

馬形
_一 一

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

榿 色 良好 背中部分
No13～19同 一 個

体

一31一



8土

◎4飛一

土層説 明(AAのBB')

1褐 色 十:ロ ーム粒含む。

2黒 褐 色 土:ロ ーム粒含む。

3褐 色 土:ロ ームブ ロック含む。

4黒 褐 色 土:粘 土ブ ロック含む。

5褐 色 土:ロ ーム粒多量含む。

6暗 褐 色 土:ロ ーム粒含む。

7暗 褐 色 土:ロ ームブ ロック ・黒色土含む。

8褐 色 土:ロ ームブ ロック多量含 む。

9暗 褐 色 土:粘 土ブロ ック含 む。

10褐 色 τヒ:ロ ーム ブロック含む。

11褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック含 む。

12黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブロ ック含 む。

13黒 色 土

14灰 褐 色土:黄 褐色土 ・灰褐色 土 ・黒色土 をブロ ック状 に含む。

15暗 褐 色土:ロ ームブロック含 む。

16黒 褐色 土1ロ ームブロック含 む。

17黄 褐色 土02目 陵
壷

伝29ニ ー

藝
こヒ層説明(CCつ

1暗 褐 色 土:ロ ーム粒含 む。

2暗 褐 色 土1ロ ームブ ロック含 む。
010c旧一

第21図 第2号 墳 ・出土遺物
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出土遺物 は土器 と埴輪が あ り、埴輪 には 円筒埴輪 と形象埴輪が み られ る。 円筒埴輪 は朝 顔形が多 く検

出されている。 また形 象埴輪 は唯一 の検 出例である。 これ らの出土遺物 のほとん どが破片で ある。

第19図1・2は 土 師器 ・高圷。1は 器高低 く、杯 部 に稜 を もたな い。 また脚部がやや 短 く、 幅広で

ある。2は 圷部のみであるが、稜 を有 してお り、古墳時代中期 によ くみ られ るタイプの ものである。流

れ込 みの可能性 があ る。3～12は 円筒埴 輪 ・破片。概 して 明赤褐 色、な いし榿色 を して お り、胎土 は

密なものと粗雑な ものの2者 がみ られる。朝顔形が ほとん どである。3～7は 口縁部片。3～6は 内外

面 ともにヘ ラナデ整形で 口縁部が外反 している。7は ハケ メ整形で外面は縦位、 内面 は横位 に施 され て

いる。8～11は 胴部片。 いずれ の破片 もヘ ラナデ整形 で、断面 が台形状 を した突帯 を有 して いる。8

は 口縁部直下 に相 当す る もので、急激な外反 が認め られ る。12は 基 底部片。内外 ともにナデ整形 で、

底面 には刻 目がみ られ る。13・14・ 第20図15～17は 馬 形埴輪 の一部。馬具 の杏葉 であ ろ う。計5つ

が検 出された。 いずれ も直径2.5～3.Ocmで 、表面 には横方 向の刻 みがみ られ る。18と 同一個 体で ある

が接合関係 はみ られ ない。18は 形象埴輪 ・馬の背 中部分で鞍、雲珠、杏葉等がみ られ る。

第2号 墳(第21図)

調査地点2の 南西、C～F-3～6グ リッ ドに位置す る。西側4mに は1号 墳が隣接 して いる。本古

墳 は全 形 を検 出できたが墳丘 は削平 され てお り、周溝西 の外側 は8号 土坑、南の外側 は10号 土坑、北

東部は9号 溝跡 にそれぞ れ切 られている。周溝が全周す る円墳であ り、ブ リッジはみ られ ない。

確 認面 で の墳 丘部 規模 は、周溝 内側 の立 ち上 が りで直 径10.56～10.96mで あ る。周 溝 は幅1.16～

1.76mで あ り、確認 面か らの深 さは北 ・西側 が0.80m前 後、南 ・東側が0.40m前 後 で北 西部 の方が深

い。逆 台形状 に掘 り込 まれ、底面 は平坦で ある。本 古墳は周溝 を含 める と直径は、13.20～14.40rnに

な る。なお、周溝東側 中央部分 は土坑 状 にやや膨 らんでい る。幅は2.881nで ある。覆 土 は総 じて ロー

ム粒、 ロームブロ ックを含む 自然堆積層であるが、 東西北の周溝か らは 中層 に粘土ブ ロックを含む層が

確認されている。墳丘 は確認面段階で既 に削平 されていたが、墳丘部 中央か らは不整 円形状 の掘 り込み

が検 出 され た。長 軸1.48rn、 短 軸0.84rn、 確 認面 か らの深 さは0.22mで あ る。位 置的 に みて主体部 に

あたる ことか ら本古墳 のもの とした。

出土遺物は非常に少な く、 図示可能 な遺物は土師器 ・圷の2点 のみである。埴輪はみ られ なか った。

第21図1・2は 南側周溝 内 の底面 か らやや浮 いた レベル で検 出 され た。 いずれ も杯部 に稜 を有 し、

丸底の典型的な古墳時代後期 の圷 である。1の み完形品。

第13表 第2号 墳出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高底 径 技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

23

土師器
杯

12.0

(5.2)

　

外 口縁部 横ナ デ。底 部横 ・斜位 ヘ ラ削 り。

内 横 ナデ、ナ デ。口縁部 直立 す る。底部 丸

底。

白色粒 黒色粒

赤色粒 角閃石
密

榿 色 良好 完 形

2

23

土師器
杯

(12.8)

(5.3)

一

外 口縁部 横ナ デ。底 部横 ・斜位 ヘ ラ削 り。

内 横 ナデ、ナ デ。口縁部 やや 外反 す る。杯

部稜有。底部丸底。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 密

明赤褐色 良好
口45%

底70%

一33一



第3号 墳(第22図)

調査地点2の 南東端、M～P-1～3グ リッ ドに位置 し、北側1rnに は4号 墳が隣接 している。本古

墳 も墳丘が削平 されてい る。周溝北側部分 のみの検 出であ り、大半が調査 区外 にある。 また、東西 に走

る1号 溝 によ り墳丘部、及び周溝の北西部が一部切 られてい る。周溝 のまわ り具合か らみ て円墳 と思わ

れる。ブ リッジの有無や内部主体等 について は不明で ある。

規模は調査 区の関係上不明であるが、 隣接す る4号 墳よ りは圧倒 的に大 きい。周溝は総 じて幅広で あ

るが、西 側 と東 側で幅 に違 いが み られ る。西側 は1。28mで 狭 く、東側 は3。40rnと 広 い。確 認面 か らの

深 さは ともに0.12rn前 後で ある。 立ち上が りは内 ・外側 とも緩 やか な傾 斜で掘 り込 まれ てお り、底面

はほぼ平坦で ある。覆土は他の古 墳同様、 ローム粒 ・ロームブ ロックを含 む 自然堆積層で ある。

出土遺物 は少な く図示可能な遺物は3点 のみで ある。 いずれ も土師器 ・甕。埴輪 はみ られなかった。

第22図1・3は 口縁部が 「く」の字状、2は 「Sj字 状 を呈 して いる。2・3は 古墳時 代前期 の土

4

ム'

調

nU
卜 垂m

査

区

外

土層説明(AA'8Bつ

正表 土

2黒 褐 色土 ローム粒少量含 む。

3褐 色 土 ローム粒 ・ロー ムブロッ ク少量含む。

4暗 褐 色 土 ローム ブロック多量含む 。

5黒 褐 色 土

6暗 褐 色 土1ロ ーム粒多量、黒褐色粒 少量含 む。

7暗 褐 色 土1黒 褐色土を含む。

02瀟一

驚て
2

第22図

難 ζ鍵
第3号 墳 ・出土遺物

010c踏一

第14表 第3号 墳出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

23

土師器

甕

(15.8)

(44)
…

外 ロ縁 部横ナデ。胴部縦位ヘ ラ削 り。

内 口縁部横ナデ。胴部横位 ヘラナデ。ロ縁

部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 やや粗

外 にぶい榿

褐灰色
内 機 色

良好
口縁部

20%

2

}

土師器

甕
:
　

外 口縁 部横ナデ。胴部斜位ハケ メ。

内 口縁部横ナデ。胴部横位 ヘラナデ。口縁

部 「Sj字 状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

密

外 にぶい榿

褐灰色
内 にぶい褐

良好 口縁部片

3

一

土師器

甕
三
一

外 口縁部斜位 ハケ メ。内 口縁 部横位 ハケ

メ。口縁部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

小石 やや粗

外 明赤褐色

内 にぶい榿
褐灰色

良好 口縁部片

一34一



器で流れ込みである。

第4号 墳(第23図)

調査地点2の 南東、L～N-2～4グ リッ ドに位置 し、3号 墳 と6号 墳の問に挟 まれ てい る。本古墳

も墳丘は削平 されてお り、 また北側半分 を東西 に走 る2～4号 溝 跡、周溝 西 の外側 を14号 土 坑、南 の

内側 を3号 土坑 によ り切 られて いる。周溝が全周す る円墳で あ り、ブ リッジや内部主体 はみ られない。

確 認面で の墳丘部規模 は、周溝 内側 の立 ち上が りで直径8.60～8.88rnの ほぼ正 円形で あ る。周溝 は幅

0.40～1.24mで あ り、確認面か らの深 さは0.16～0.36mで ある。周溝は逆台形状 に掘 り込 まれている部

　
0

レ
m4

↓

第23図 第4号 墳 ・出土遺物

010cm一

第15表 第4号 墳出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

23

土師器
壺

(16.2)

(4.6)
一

内外 ともに横ナデ 。折 り返 し口縁。口縁部

やや外 反する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

角閃石 石英 密

外 にぶい赤褐
内 明赤褐色

灰褐色
良好

口縁部

20%

一35一



分 と、播 り鉢状 に掘 り込 まれて いる部分があ り、前者 の底面は平坦である。本古墳 は周溝 を含 める と直

径 は、9.68～10。52rnに なるが、他 の古墳 に比べる と非常 に小さい。

出土遺物は非常 に少な く、図示可能な遺物は1点 のみで ある。埴輪はみ られなか った。

第23図1は 土 師器 ・壺 の口縁部片。折 り返 し口縁 を有す る。古墳時代前期の もので流れ 込みであ る。

第5号 墳(第24図)

調査地 点2の 南端 中央、1・J-1・2グ リッ ドに位置 し、 北側1.5rnに は6号 墳が隣接 して いる。

墳丘 は削平 されてお り、北側3分 の2が 検 出され た。残 りの3分 の1は 調査 区外 にある。 また、 墳丘部

西側 は南西方 向か ら北東方向へ走 る5号 溝に切 られて いる。本古墳は 円墳であ り、 ブ リッジが北側 と東

側 の2箇 所 にみ られ る。ブ リッジ問は ともに直線距離で1.84mあ る。内部主体 はみ られ ない。

確認面で の墳丘規模は、周溝内側の立ち上が りで直径6。10rnで ある。周溝は幅0.48～0.72rnで あ り、

確 認面か らの深 さは0.20m前 後 で ある。台形状 に掘 り込 まれた部分 と船 底状 に掘 り込 まれ た部分 がみ

られる。周溝 を含 めると直径7.32mに な る。覆土 はローム粒 ・ロームブ ロックを含 む 自然堆 積層である。

遺物 はご く微量検 出されたが、図示可能な ものはみ られな い。

土層説 明(AA')

1暗 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブロック少量含む。

2暗 褐 色 ⊥:ロ ーム粒少量、ロームブ ロック多量含む。

3黒 褐 色 土:ロ ームブ ロック少量含 む。

第24図 第5号 墳

一36一
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第25図 第6号 墳

第6号 墳(第25図)

調査地点2の 中央 よ りやや南、H～L-3～6グ リッ ドに位置 し、4・5号 墳 と北東 に位置す る7号

墳 に挟 まれて いる。墳丘は削平 されてお り、南西部 を2～4号 溝跡 に、北側 を5号 溝 に切 られている。

円墳で あ り、南側 にブ リッジを持つ円墳 である。 内部主体はみ られな い。

確認面 での墳丘部規模 は、周溝 内側 の立ち上が りで直径11.6～12.84rnで ある。周溝は 幅0.88～1.72

mで あ り、確認 面か らの深 さは0.20前 後 と非常 に浅 い。主 に台形状 に掘 り込 まれて いるが、船底状 に

掘 り込 まれ た部分 もみ られ る。本古墳は周溝を含 める と直径14.72～16.12mに な る。

ブ リッジは周溝 南側 に設 け られてお り、ブ リッジ を南 とした場 合の方位 はN-33°-Wで ある。ブ

リッジ上面 の幅は1.60mで ある。

遺物 はご く微量検 出されたが、図示可能な ものはみ られない。

第7号 墳(第26図)

調査 地点2の 中央 よ りやや 東、K～N-7～10グ リッ ドに位置 し、 北5mに は8号 墳、 西3.5rnに は

6号 墳 が隣接 している。墳丘は削平 されてお り、東側 は6号 溝跡 に切 られて いる。 また、南側では2号

住居跡 を切 っている。周溝が全周す る円墳であ り、ブ リッジや 内部主体 はみ られな い。

一37一
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土層説 明(AA'BB')

1黄 褐 色 土

2黒 褐 色 土:ロ ーム粒少量含む。

3黒 褐 色 土:ロ ーム ブロック ・黒色 ブロック含 む。

4暗 褐色 土:ロ ー ム粒多 量含 む。

5黒 褐 色土:ロ ー ム粒含 む。

6黄 褐 色土

7黒 褐 色 土1ロ ー ムブロ ック ・黒色 ブロック含 む。

8褐 色 土:ロ ーム粒含む。

9黄 褐色 土:ロ ーム ブロック ・黒色土含む。

10褐 色 土:ロ ーム粒含む。

11暗 褐色 土:ロ ーム粒少量含 む。

12暗 褐色 土:ロ ーム粒 ・黒褐色土含む。

13黒 褐 色土:ロ ーム ブロック多 鼠含 む。

14黒 褐色 土:ロ ーム粒少量含 む。

02m一

鷹

蜘 魂 憾副
3 舞4

010cm一

第26図 第7号 墳 ・出土遺物
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第16表 第7号 墳出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高底

径
技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

32

須恵器
長頸瓶

～

(9.2)

一

内外 ともに回転 ナデ。外面紬有 。頸部 ほぼ

直線 的。

白色粒 黒色粒

密

外 灰 オリープ黒

暗 オリーブ色

内 灰 白色

良好
頸 部
100%

2

【

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハケメ。内 斜位ハケ メ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

にぶい褐色 良好 胴部片

3

一

土師器
甕

一

(2.6)
一

外 斜 位ハ ケ メ。内 横 ・斜 位 ヘ ラナ デ。 台

付。

砂粒 白色粒

黒色粒
密

外 にぶい褐色
灰黄褐色

内 褐灰色
普通

接合部
100%

4

一

内 耳
土 器

:
…

内外 ともに回転 ナデ。口縁部 内湾す る。 白色粒 黒色粒
石英

密

外 オリーグ黒色

内 灰 色
良好 口縁部片

04m一

土層説明(AA'8B')

1黒 色 土:ロ ーム粒含 む。粒 がやや細かい。

2黒 色 土:ロ ～ム粒 少量含 む。

3黒 色 上:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック含 む。

4黒 色 土:ロ ーム粒含む。粒が細かい。

5黄 褐 色 土:ロ ーム粒主体。黒色土微量含む。

6黒 色 土:ロ ーム粒含む。粒が大 きい。

7黒 色 土:ロ ー ム粒多量含む。粒がや や大 きい。

8黒 褐色 土:部 分的 にローム粒含む。

9黒 褐 色 土:ロ ーム ブロック多量含む。

10黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブロ ック含 む。

11黒 色 土:ロ ーム粒多量含む。

12黒 色 土:ロ ームブ ロック含 む。

13黄 褐 色 土

02m
一

第27図 第8号 墳
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確認面での墳丘規模 は、 周溝内側の立 ち上が りで直径9.76～10.52rnで ある。周溝 は幅1.12～1.68m

で あ り、確認 面か らの深 さは0。20～0.30mで あ る。 ほぼ 台形状 に掘 り込 まれ てお り、周 溝 を含 め ると

直径12.64～13.12rnに な る。覆土 はや は りロー ム粒 ・ロームブ ロックを含 む 自然堆積層で ある。

出土遺物 は少な く、 図示可能 なものは4点 のみである。土器 を主体 とす るもののすべて流れ込みで あ

り、古墳 に伴 う遺物 は円筒埴輪1点 のみで ある。 いずれ も破片。

第26図1は 須恵器 ・長 頸瓶 の頸部。外面 には緑色 の 自然粕が付 着 して いる。2は 円筒 埴輪 の 口縁部

に近い胴部片。 内外 ともにハ ケメ整形で ある。3は 台付甕の接合部。4は 中世 の内耳土器 の 口縁部片。

第8号 墳(第27図)

調査地点2の ほぼ 中央、G～J-9～12グ リッ ドに位置 し、 北2mに は11号 墳、東2mに は10号 墳

が隣接 してい る。墳丘 は削平 されてお り、周溝 北側は8号 溝跡、南側 は5号 溝 跡、墳丘部 南は31号 土

坑 にそれぞれ切 られている。周溝が全周す る円墳で あ り、ブ リッジや内部 主体 はみ られな い。

確認面で の墳丘規模 は、 周溝内側の立 ち上が りで直径9.78～10.40mで ある。周溝は幅0.78～2.06rn

と差 がみ られ るが、平均 的 には1.30m前 後 で ある。確 認面 か らの深 さは0.28～0.30mで 、逆台 形状 に

掘 り込 まれて いる。周溝 を含 める と直径12.36～13.20mに なる。覆 土は ロー ム粒 ・ローム ブ ロックを

含む 自然堆積層である。

出土遺 物は非常に少な く、 円筒埴輪 の破片が少量検出 されたのみである。

第28図1・2は 口縁部 片、3～5は 胴部片 で、 いず れ も内外 ともにハケ メ整形 であ る。胎土 はやや

粗雑で、赤褐色、ない し榿色 のものが多 い。4・5に はややM字 状 を呈する突帯 が付 され ている。

織縣鞠蹴辱7

,麟

瀞
欝

.轟疏
澱蠣麓穣

騰 麗
第28図 第8号 墳出土遺物

鍬鍵
轟
U

・
19・・

第17表 第8号 墳出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

27・28

円 筒

埴 輪
:ニ
ー

外 斜位 ハ ケ メ。内 横 位 ハ ケ メ。口縁 部 外

反す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

にぶい褐色 普通 口縁部片

2

27・28

円 筒

埴 輪
三
一

外 縦 位ハ ケ メ。内 斜 位 ヘ ラナ デ。ロ縁 部

直線的。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英

やや粗
にぶい赤褐 良好 口縁部片

3

27・28

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦位ハ ケメ。内 斜位 ハケ メ。 砂粒 白色粒
角閃石 小石

密

にぶい榿色 良好 胴部片

4

27・28

円 筒

埴 輪
二
…

外 縦位 ハケ メ。内 斜位 ハケ メ。突 帯低 く、

丸み帯び る。

砂粒 白色粒
小石

やや粗
明赤褐色 良好 胴部片

5

27・28

円 筒

埴 輪
:
　

外 斜位 ハケ メ。内 斜位 ハケ メ。突 帯低 く、

丸み帯び る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

角閃石 やや粗
榿 色 良好 胴部片

一40一



第9号 墳(第29図)

調査地点2の 北東端、M～Q-13～15グ リッ ドに位置す る。北側 には10号 墳 が隣接 して いる。墳丘

は削平 されてお り、大半が調査区外にあるため全形 は不 明で あるが、2つ の周溝 が同心 円状に巡ってい

るのが確認 された。ブ リッジの有 無は定 かではないが、 内部主体はみ られない。

外側 の周 溝(外 周 溝)は 、 幅2.52～3.88rn、 確 認面 か らの深 さ0.52～0.68mで 、幅広 で緩や か な立

ち上が りを有 し、底 面は ほぼ 平坦 で ある。一方、 内側 の周 溝(内 周溝)は 幅0.24～0.93m、 確 認面 か

らの深 さは0.30m前 後 で、幅が狭 く台形状 を呈 してい る。両者が 同心 円状 に位 置 し、溝 の形態や 隣接

す る10号 墳 にも同 じ状況がみ られた こと等 か ら1基 の古 墳 と判 断 した。両 者 に同時性 が認 め られ るか

どうかは、周溝 内覆土 を観察 したが新 旧関係 はつかめなか った。確 認面で の内周溝内墳 丘規模 は直径

8.00m前 後 にな り、周溝 を含 める と直径9.20m程 にな ろ う。 内周溝 と外周溝 の間は1.56～2.60mあ る

が、2.00m前 後が 平均的 な幅で ある。外周溝、及 び内外周溝 間 の幅等 を含 める と本古墳 の規模 は直径

20m程 になろ う。なお、外周溝 は南西部 で5号 住、北 西部で は7号 住 を切 ってお り、南 西部 の内側立

ち上が りを24号 土坑 に切 られて いる。 内外 周:溝間には6号 土坑がみ られ、 内周溝は西側 で7号 土坑、

東側で近世の墓壌 に切 られ ている。 また、調査 区外南東方向へ延びる溝 もみ られ たが、調査 区の都合上、

詳細 については不 明である。後世 の遺構が重複 して いる可能性 も考 え られる。

出土遺物は外周溝よ り多量の円筒埴輪 が出土 してお り、土器 も若干ではあるが検 出され ている。本古

墳 に伴 う土器 は杯のみであ り、 この他 には古墳時代前期 の土師器 ・増、弥生時代 中期 の甕 が検 出され て

いる。内周溝か らの検 出例 は少な く、古墳時代前期 の土師器 ・器台以外は 円筒埴輪 が少量検 出されて い

る。埴輪は胎土が さまざ まで色調は主に禮色、 ない し赤褐色で ある。内外 ともにハケメ整 形の ものが主

体 とな る。 また、朝顔形 と考え られる もの もみ られ る。

第30図1～23、 第31図24～34、 第32図35～57は 外 周溝出土遺 物。第30図1・2は 土 師器 ・杯。外

周溝で唯一本古墳 に伴 う土器であ る。1は 完 形品。3～6は 古墳時代前期 の土器・5・7号 住か らの流

れ込みで あろう。7は 弥生時代 中期後半の甕 ・口縁部片 である。

第30図9～23、 第31図24～34、 第32図35～57は 円筒埴輪。胎土 は密 な もの とやや粗雑 な ものが ほ

ぼ 同 じ割合で み られ る。38以 外 はす べて外面 にハ ケ メ整形が施 され、 内面はハケ メ調 整 とヘ ラナデ 調

整の2者 がみ られ る。9～23は 口縁部片。9と11の 内面 にはヘ ラによる線刻が み られる。9・10は 朝

顔 形の可能性 があ る。24は 胴 ～基 底部 まで残存 す る。本古墳 出土 遺物 中、最 も残 りの良 い円筒 埴輪で

あ る。胴 部 中段 にある透か し孔は対面 に2箇 所設け られて いる。底 面 には刻 目が み られ る。25～52は

胴 部片。24も 含 めて39ま でには突帯が み られる。 断面形が台形状 を呈す る もの とややM字 状 を呈す る

ものの2者 がみ られ るが、前者 の方が多 い。25・26・28・35・36・39・50に は透か し孔 がみ られ る。

53～57は 基底部片。いず れの底面に も刻 目が施 されて いる。

第33図1～8は 内周溝 出土 の遺物 で ある。1は 土 師器 ・器 台 の接合 部片。古墳時代 前期 の もので流

れ込みである。2～8は 円筒埴輪。外面 はすべてハケ メ整形であ るが、 内面整形はハ ケメ とヘラナデ の

2者 がある。胎土はやや粗雑 なものが多 い。2は 口縁部片、3～7は 胴 部片である。3の 外 面にはヘラ

による線刻がみ られる。5～7に は突帯が あ り、すべて台形状 を呈する。8は 基底部片。 底面には刻 目

がみ られ る。
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調

査

区

外

04鵬一

土層説明(AA'BB'>

1表 土

2黒 色 土:暗 褐色土含む。

3黒 色 土:ロ ーム粒 ・暗褐色土含 む。

4黒 褐 色 土:ロ ーム粒含む。

5褐 色 土:ロ ーム粒含む。

6黒 色 土:ロ ーム粒 ・暗褐色土含む。

7灰 褐 色 土:砂 質。

8褐 色 土:ロ ー ム粒含む。

9黒 褐色 土:暗 褐色土含む。

ユ0黒 色 土:暗 褐色土含 む。

11黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・焼土粒含 む。

12暗 褐 色 土:褐 色土含む。

13褐 色 土:ロ ーム粒 ・炭化物 ・焼土粒含 む。

14暗 黄褐 色:ロ ームブ ロック含む。

15黒 褐 色 土

16黄 褐 色 土:ロ ームブ ロック多量含む。

17黒 褐 色 土:ロ ーム粒多量含む。 02屈一

第29図 第9号 墳
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第33図 第9号 墳内周溝出土遺物

第18表 第9号 墳外周溝出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

23

土師器
杯

13.0

(5.3)

一

外 口縁部 横ナ デ。底 部横 ・斜位 ヘ ラ削 り。

内 横 ナデ 、ナ デ。口縁部 直立 す る。底部 丸

底。

砂粒 黒色粒

密
赤 色 良好 完 形

2

23

土師器

杯

(13.2)

(4.7)
　

外 口縁 部 横 ナデ。底 部横 位 ヘ ラ削 り。内

横 ナデ、ナデ。口縁部やや 開 く。底部丸 底。

砂粒 赤色粒

密
榿 色 良好

口～底

25%

3

　

土師器

甕

(19.4)

(6ユ)
　

内外 と もに 口縁部 横ナ デ、胴 部横 位 ヘ ラ

ナデ 。口縁部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
小石 密

外 にぶい榿色

内 にぶい榿色
灰褐色

普通
口縁部

20%

4

[

土師器

壺

(13.6)

(6.5)
一

外 口縁部横ナデ、縦 ・斜位ヘ ラナデ。

内 横ナデ。折 り返 し口縁 。口縁 部やや内湾

す る。

砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
粗

にぶい榿色 普通
口縁部

20%

5

一

土師器

柑

一

(2.2)
2.0

外 斜 ・横 位 ミガ キ。内 横 ・斜 位 ヘ ラナ デ。

底部上げ底。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

石英 密

外 赤褐色
内 にぶい褐色

良好
底 部

100%

6

23

土師器

増

一

(17.9)
5.4

外 胴部 横 ナデ、横位 ミガ キ、斜 位ヘ ラナ

デ。内 胴 部横 ・斜位ヘ ラナデ 。胴部 球形。底

部平底。

砂粒 黒色粒

密

榿 色 良好
胴～底

90%

7

一

須恵器

甕
:
一

内外 ともに回転 ナデ 。 白色針状物質

白色粒 黒色粒
赤色粒 密

外 灰黄色

灰白色
内 灰黄色

良好 肩部片

8

【

弥 生
甕

:
一

外 横 ・縦位 ヘ ラナ デ。内 横位 ハ ケ メ後横

位 ヘ ラナデ。口唇 部 刻 目有 。外 面輪 積痕

有。

砂粒 白色粒

黒色粒 石英
密

外 灰褐 榿

内 にぶい褐色
榿 色

良好 口縁部片

9

27・28

朝顔形
円筒
埴輪?

(26。0)

(12.4)
一

外 斜 位ハ ケ メ。内 斜 位 ハ ケ メ。口縁 部 外

反す る。内面線刻有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

外 褐灰色

禮 色
内 にぶい赤褐

良好
口縁部

30%

10

27・28

朝顔形

円筒
埴輪?

(24.6)

(8.2)
一

内外 ともに斜位ハケ メ。口縁部外反す る。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

外 榿 色

内 にぶい褐色
良好

口縁 部

25%

11

29・30

円筒

埴 輪

(29.6)

(6.2>
一

内 外 とも に斜位 ハ ケメ。口縁 部や や外 反

す る。内面線刻有。

砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密

榿 色 良好
口縁部

20%

12

29・30

円 筒

埴 輪

(22ユ)

(5.7)
一

内外 と もに斜位 ハ ケ メ。口縁 部や や外 反

す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 やや粗

榿 色 良好
口縁部

25%

13

29・30

円 筒

埴 輪
こ
　

外 縦 位 ハ ケ メ。内 横位 ハ ケ メ下 横 ・斜 位

ヘ ラナデ 。口縁 部やや外反す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 やや粗

機 色 良好 口縁部片
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挿図番号
図版番号

器 種
口 径
器 高
底 径

技法・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

14

29・30

朝顔形
円筒

埴輪?

:
一

外 縦 位ハ ケ メ。内 斜位 ハ ケ メ。口縁 部 直

線的 に開く。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

外 榿 色

内 にぶい榿色
榿 色

良好 口縁部片

15

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

内外 ともに斜位ハケ メ。口縁部外反す る。 砂粒 白色粒

黒色粒
密

外 榿 色
内 灰 色

良好 口縁部片

16

29・30

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦 ・斜位 ハケ メ。内 横位 ヘ ラナデ。口縁

部外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

機 色 良好 口縁部片

17

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦 位 ハ ケ メ。内 横位 ハ ケ メ。口縁部 直

線的 に開 く。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗
榿 色 良好 口縁部片

18

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

内外 と もに斜 位ハ ケ メ。口縁 部 やや 外反

する。

砂粒 白色粒

黒色粒 小石
やや粗

外 にぶい榿色
内 にぶい褐色

普通 口縁部片

19

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 横 位 ハケ メ。口縁 部や

や外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

外 明赤褐色
内 榿 色

普通 口縁部片

20

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

内外 ともに斜位 ハケメ。口縁 部外反す る。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

榿 色
にぶい褐色

良好 口縁部片

21

29・30

円 筒

埴 輪

内外 とも に斜位 ハケ メ。口縁部 や や外 反

す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

灰褐色
にぶい榿色

良好 口縁部片

22

29・30

円 筒

埴 輪

外 縦位 ハ ケメ。内 横 位ハ ケメ。下横 ・斜位
ヘ ラナデ。口縁部 やや外反す る。

砂粒 白色粒

赤色粒
密

外 明赤褐色

褐灰色
内 榿 色

良好 口縁部片

23

29・30

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜 位 ハ ケ メ。内 横位 ハ ケ メ。口縁部 や

や 開 く。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 小石 密

外 にぶい赤褐
褐灰色

内 榿 色
良好 口縁部片

4

4り49臼

円 筒

埴 輪

一

(39.5)
14.2

外 縦・斜位 ハケ メ。内 斜 位ヘ ラナデ。一部

斜 位 ハケ メ。突帯 台形 状 呈す る。透 孔有 。

底面 刻 目有。

砂粒 黒色粒

赤色粒
密

外 にぶい赤褐

榿 色

内 にぶい赤褐

良好
胴～基底

40%

25

31・32

円 筒

埴 輪

一

(23.5)
一

外 斜 ・縦 位ハ ケメ。内 斜位ハ ケメ、突帯台

形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

にぶい赤褐

榿 色
良好

胴 部

45%

26

31・32

円 筒

埴 輪

一

(11.6)
一

外 縦位ハ ケ メ。内 斜位 ハケ メ、ヘ ラナデ。

突帯台形状呈す る。透孔有。

砂粒 黒色粒
赤色粒

密

榿 色
明赤褐色

普通
胴 部

45%

27

31・32

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハケ メ。内 斜位 ハケ メ、ヘ ラナデ。

突帯台形状呈 する。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 粗

外 褐灰色'榿 色

内 明褐色

良好 胴部片

28

31・32

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハケ メ。内 縦 ・斜位 ヘ ラナデ。突 帯

台形状呈す る。透孔有 。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

外 明赤褐色
内 榿 色

良好 胴部片

29

31・32

円 筒
埴 輪

:
一

外 斜 位 ハケ メ。内 斜位 ヘ ラナ デ。突帯 台

形状呈す る。

砂粒 白色粒

赤色粒 小石
粗

外 榿 色
内 明赤褐色

良好 胴部片

30

33・34

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦 位ハ ケメ。内 縦 ・斜 位ヘ ラナデ。突帯

台形状 呈する。内面輪積痕有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 粗

外 褐灰色

榿 色

内 褐灰色

良好 胴部片

31

33・34

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハ ケ メ。内 縦 ・斜位ヘ ラナデ。突帯

台 形状呈す る。

砂粒 黒色粒

赤色粒
やや粗

外 褐灰色

榿 色
内 榿 色

良好 胴部片

32

33・34

円 筒
埴 輪

二:
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 縦 位 ヘ ラナデ。突 帯台

形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

榿 色 良好 胴部片

33

33・34

円 筒
埴 輪

二
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 縦 位 ヘ ラナデ。突 帯 台

形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 密

榿 色 普通 胴部片

34

33・34

円 筒
埴 輪

:
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 縦 位 ヘ ラナデ 。突 帯 台

形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

榿 色 良好 胴部片

35

33・34

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜位 ハケ メ。内 縦 ・斜位 ヘ ラナデ。突 帯

台形状呈す る。透孔有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
角閃石 密

榿 色 良好 胴部片

36

33・34

円 筒

埴 輪
:
一

外 斜 位 ハケ メ。内 斜位 ヘ ラナ デ。突帯 台

形状呈す る。透孔有 。

砂粒 白色粒
小石

やや粗
機 色 良好 胴 部片 ト
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挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高底 径 技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

37

33・34

円 筒
埴 輪

二
　

外 縦 位 ハ ケ メ。内 斜位 ヘ ラナデ。突帯 台

形状 呈する。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

外 榿 色
内 にぶい褐色 良好 胴部片

38

33・34

円 筒
埴 輪

二
…

内外 と もに縦位 ヘ ラナ デ。突 帯 台形 状呈

す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

外 榿 色

内 灰赤褐色
良好 胴部片

39

33・34

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位 ハ ケ メ。内 縦 位ヘ ラナデ。突帯 台

形状 呈する。透 孔有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

禮 色 良好 胴部片

40

33・34

円 筒
埴 輪

三
一

外 縦 位ハケ メ。内 縦位ヘ ラナデ 。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
やや粗

機 色 良好 胴部片

41

33・34

円 筒
埴 輪

:
　

外 縦 位ハケ メ。内 斜位ハ ケメ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

外 赤 色
内 明赤褐色

良好 胴部片

42

33・34

円 筒
埴 輪

二
…

外 斜位 ハ ケ メ。内 縦 位ヘ ラナデ。内面 輪

積痕 有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 やや粗

榿 色

明赤褐色
良好 胴部片

43

33・34

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハケ メ。内 斜位ヘ ラナデ 。 砂粒 白色粒

赤色粒
密

褐灰色
檀 色

灰黄褐色

良好 胴部片

44

33・34

円 筒
埴 輪

三
一

外 斜位 ハ ケ メ。内 縦 位 ヘ ラナデ。内 面輪

積痕 有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

外 灰黄褐色
にぶい黄色

内 明赤褐色

良好 胴部片

45

33・34

円 筒
埴 輪

工
…

外 縦位ハケ メ。内 斜位ヘ ラナデ 。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗

外 にぶい黄褐
榿 色

内 榿 色

良好 胴部片

46

33・34

円 筒
埴 輪

三
　

内外 ともに斜位ハ ケメ。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 やや粗

外 榿 色
内 にぶい褐色

良好 胴部片

47

33・34

円 筒
埴 輪

三
…

外 縦位ハケ メ。内 斜位ハ ケメ。 砂粒 白色粒
小石

やや粗

外 明赤褐色
内 榿 色

良好 胴部片

48

33・34

円 筒
埴 輪

:
　

内外 ともに斜位ハ ケメ。内面線 刻有。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 密

外 榿 色
内 褐灰色

良好 胴部片

49

33・34

円 筒
埴 輪

二
一

外 縦位ハケ メ。内 斜位ハ ケメ、ヘ ラナデ 。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 やや粗

外 榿 色
内 明赤褐色

良好 胴部片

50

33・34

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハケ メ。内 斜位 ヘラナデ。透孔有 。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

外 明赤褐色
内 榿 色

良好 胴部片

51

33・34

円 筒
埴 輪

ニ
ー

外 縦位ハケ メ。内 斜位 ヘラナデ。透孔有 。 砂粒 白色粒
黒色粒 小石

やや粗
明赤褐色 良好 胴部片

52

33・34

円 筒
埴 輪

三
　

外 縦位ハケ メ。内 斜位ハ ケメ。 砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密
にぶい赤褐色 良好 胴部片

53

35・36

円 筒
埴 輪

一

(8.4)

(17.8)

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位 ヘ ラナデ。底 面刻

目有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

角閃石 やや粗
榿 色 良好

基底部

20%

54

35・36

円 筒
埴 輪

一

(6.6)

(13.8)

外 縦位ハ ケ メ。内 縦 ・斜位ヘ ラナデ。底面

刻 目有。

砂粒 黒色粒
赤色粒

密
榿 色 良好

基底部

30%

55

35・36

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハ ケ メ。内 縦 ・斜位ヘ ラナデ。底面

刻 目有。

砂粒 白色粒
赤色粒 石英

小石 やや粗

外 にぶい赤褐
内 暗灰黄色

良好 基底部片

56

35・36

円 筒
埴 輸

ニ
ー

外 縦位 ハ ケ メ。内 縦 位 ヘ ラナデ。底 面刻

目有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

密

外 機 色
内 明赤褐色

良好 基底部片

57

35・36

円 筒
埴 輪

三
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 横 位 ヘ ラナデ。底 面刻

目有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 粗

外 榿 色
内 にぶい赤褐

良好 基底部片

第19表 第9号 墳内周溝出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口 径
器 高
底 径

技 法・形態 の特 徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

「

土師器

器 台

…

(5.2)
　

外 接 合部 横 ・縦 位 ミガ キ。内 口縁部 縦位

ミガ キ、台部 縦位 ヘ ラナデ。赤彩。底 面透

孔有。

砂粒 黒色粒

石英

密

にぶい赤褐色 普通
接100%

台10%
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挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高底

径
技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

2

35・36

円 筒
埴 輪

:
一

内外 と もに斜 位ハ ケ メ。口縁 部 やや 外反

す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

榿 色 良好 口縁部片

3

35・36

円 筒
埴 輪

三
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位 ヘ ラナデ。外 面線

刻有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 やや粗

赤 色 良好 胴部片

4

35・36

円 筒

埴 輪

:
一

内外 ともに斜位ハ ケメ。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 長石 密
にぶい赤褐色 普通 胴部片

5

35・36

円 筒
埴 輪

一

(10.O)
一

内外 ともに斜 位ハ ケ メ。突 帯台 形状 呈す

る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗
赤 色 普通 胴部片

6

35・36

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハケ メ。内 横 ・斜位 ヘ ラナ デ。突 帯

台形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

機 色 良好 胴部片

7

35・36

円 筒

埴 輪

:
一

外 縦 位ハ ケ メ。内 縦位 ヘ ラナ デ.突 帯 台

形状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 やや粗
榿 色 普通 胴部片

8

35・36

円 筒
埴 輪

ニ
ー

外 縦 位ハ ケ メ。斜 ・横 位 ヘ ラナデ。底面 刻

目有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗

外 榿 色

内 にぶい燈色
良好 底部片

第10号 墳(第34図)

調査 地点2の 北端 中央、G～M-12・15グ リッ ドに位 置す る。本古 墳 も9号 墳 同様、二重 に周溝 を

持 つ。西0.5mに は11号 墳が隣接 して いる。本古墳 も墳丘 は削平 されてお り、北側大半が調査 区外 にあ

る。 また、所 々で他 の遺構 と重複 して いる。外周溝 は西側で29号 土坑、南側で は外側 立 ち上が りを25

号土坑、東側 では内側立 ち上が りをピッ トにそれぞれ切 られている。 内周溝は南側中央で6号 住 を切 っ

てお り、南西部 では27号 土坑、南東部 ではピ ッ トにそれぞれ切 られて いる。ブ リッジの有無 は不 明で

あ り、 内部主体 はみ られ ない。

外周溝 の幅 は2.60～3.84rnで 、確 認面 か らの深 さは0.30～1.00mで あ る。立ち上 が りは緩や かな傾

斜 で掘 り込 まれ てお り、底面 は 平坦 で あ る。 内周 溝 は幅1.00～1.48m、 確 認 面 か らの 深 さ は0.40～

0.50mで 、逆台 形状 を呈 す る部分 と幅広 の 「U」 字 状 を呈す る部分が み られ る。本古墳 も両者 が 同心

円状 に位置す ることか ら9号 墳同様、1基 の古墳 と した。 また、両者の同時性 につ いて も9号 墳 同様、

新 旧関係はつか めなか った。内周溝 内墳丘規模 は直径10rn程 度で あ り、 周溝 を含 める と直径12.5m前

後 にな る。内周溝 と外 周溝 の間は0.24～2.24mあ るが、1.20rn前 後 が平均的 な幅で ある。外周溝、及

び 内外 周溝間 の幅等 を含め る と本古墳 の規模 は直径22.48～22.80mに な り、今 回報告す る 中で最 も大

きいもので ある。

遺物 は内外周溝 ともに少ないが、内側 に比べる と外側 の方が多 い。ただ し、古墳時代前期の流れ込み

である土器片が多 く検出 されてい る。本古 墳に伴 う遺物 は土師器 ・圷 と円筒埴輪のみであ るが検出数は

非常 に少な い。特 に埴輪は破片が数点出土 したのみである。

第35図1～18は 外周溝 出土遺 物。1～4は 土師器 ・杯。2～4が 外周溝 内東端よ りま とまって検 出

され た。1の み有稜圷で、2～4は 口縁部が内湾 し、底部 が丸底で ある。 いずれ も内外面 に赤彩が施 さ

れてい る。5～15は 古墳時代前期 の土器。5・6は 壺の肩部片。7～12は 甕。11は 器壁 が薄 く、やや

粗 目のハケメ調整が なされて いることか らrS」 字状 口縁 を有す る甕 の肩部片で ある。13は 高圷 の脚部。

14は 堆 の 口縁部。15は 口縁部 が短 く、器高が低 い ことか ら椀 とした。内外面に赤彩が施 されている。

一49一
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04m一

%
4

2

3

C'

土層説明(AA')

1表 土

2暗 褐 色 ニヒ

3暗 褐 色 土:ロ ーム粒少量含む。

4黒 色 土:ロ ーム粒含む。

5黒 褐 色 土:ロ ーム粒含む。

6黒 褐色 土:ロ ーム粒多量含む。

7暗 褐色 土:ロ ーム粒含む。

8褐 色 土:ロ ー ム粒多 壁含む。

9褐 色 土:ロ ー ム粒 ・黒 色粒含 む。

10黒 褐 色土:ロ ー ム粒含 む。

11暗 褐 色土:ロ ーム粒 ・ロームブロック含む 。

12黄 褐 色 土:黒 褐 色土含む。

13暗 褐 色 土:ロ ーム粒 ・黒色粒含 む。

14黒 色 土:褐 色土含 む。

15褐 色 土

16暗 褐 色土:ロ ー ム粒含 む。

17暗 褐 色土:ロ ーム粒 ・ロームブロック含 む。

18黒 色 土:ロ ームブロック含 む。

19黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・褐 色土含 む。

20黒 色 土:褐 色土含 む。

21暗 褐 色 土:ロ ーム粒含 む。

22暗 褐 色 土:ロ ーム粒 含む。21層 よ り暗い。

23黒 色 土:ロ ーム粒 ・褐 色土含 む。

24暗 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック含む。

25褐 色 土:ロ ームブ ロック含 む。

01m一

02m一

第34図 第10号 墳
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第35図 第10号 墳外周溝出土遺物

＼騨
＼

ノ

2

謙 琴 7
3

噸醗簿 難灘
第36図 第10号 墳内周溝出土遺物

010c吊一

16～18は 円筒 埴輪。16・17は 胴 部片。 ともに内外面 ハケ メ整形 の もので ある。18は 基底 部片。外面

ハケメ、内面ヘ ラナデ 整形 で底面 には押圧痕がみ られ る。

第36図1～5は 内周 溝 出土遺 物。1は 土 師器 ・甕 の 口縁部片。 「く」の字 状 を呈す る。2・3は 古墳

時代前期の土器で、2は 台付甕 の接合部、3は 増 の口縁部片で ある。流れ込み。4・5は 円筒埴輪・4

は胴部片、5は 基底部片である。 ともに内外面ハ ケメ整形で ある。5の 底面 には押圧痕 がみ られる・

一51一



第20表 第10号 墳外周溝出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口 径
器 高底 径 技 法・形態 の特 徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

42

土師器

杯

(13.6)

(5.8)

一

外 口縁部 横 ナ デ、底 部 横 位 ヘ ラ削 り。内

横 ナデ、ナデ。赤彩。口縁 部や や開 く。底部

やや上げ底。

砂粒 白色粒

黒色粒
密

外 にぶい榿色
赤 灰黄褐

内 赤 色

良好

口10%

体25%

底35%

2

24

土師器

杯

148

(5.4)
一

外 ロ縁部横 ナデ。体 部ユ ビオサ エ。底部横
・斜 位 ヘ ラ削 り。内 横 ナデ、ナ デ。赤 彩。口

縁部内湾す る。底部丸底。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい褐色
赤 色

内 赤 色

普通 完 形

3

24

土師器

杯

13.2

(5.3)

　

外 口縁部横 ナデ。体 部ユ ビオサ エ。底部横
・斜 位 ヘ ラ削 り。内 横 ナデ、ナデ。赤 彩。口

縁部内湾す る。底部丸底。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 やや粗

外 赤 色
内 赤 色

にぶい赤色
良好 完 形

4

24

土師器

圷

14.6

(6ユ)
　

外 口縁部横 ナデ。体 ～底部横 ・斜位ヘ ラ削

り。内 横 ナ デ、ナデ 。赤 彩。口縁 部 内 湾す

る。底部丸 底。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英

外 機 色
赤 色

内 にぶい榿色

良好 完 形

5

一

土師器

壺
三
…

外 横 ・斜位 ハケ メ。内 横位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい褐色
明赤褐色

内 黒褐色

良好 肩部片

6

一

土師器

壺
:ニ

ー

外 斜位細か いハケメ。内 横位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石 英 密

外 にぶい黄褐
褐灰色

内 にぶい黄褐

普通 肩部片

7

【

土師器

甕

26.0

(4.1)

一

外 口縁部 横 ナデ、斜位 ハ ケ メ。内 ロ縁 部

横ナデ、胴部 ヘ ラナデ。口縁 部 「く」の字 状

呈する。

砂粒 黒色粒

赤色粒 小石
密

暗褐色
にぶい褐色

良好
口縁 部

20%

8

【

土師器

甕
ニ
ー

外 縦位ハ ケ メ。 内 横位ハ ケメ。 口縁 部
「く」の字状呈す る。

砂粒 黒色粒

赤色粒
密

外 榿 色
内 褐灰色

良好 [コ縁部片

9

一

土師器

甕
三
　

外 口縁部 斜位 ハ ケ メ。内 横 位 ハ ケ メ。口

縁部 「く」の字状 呈する。

砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
密

外 暗灰色
内 にぶい黄禮

普通 口縁部片

10

一

土師器

甕
二
　

外 斜 位ハ ケ メ。内 横 位 ハ ケ メ。口縁 部 や

や外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 小石 やや粗

外 灰褐 黄灰
内 にぶい榿色

燈 色

良好 口縁部片

11

一

土師器

甕
:
一

外 斜位粗 いハケ メ。内 横 ・斜位 ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
角閃石石英やや粗

外 にぶい褐色

内 明赤褐色
良好 胴部片

12

【

土師器

甕

一

(4.8)

…

内外 ともに縦 ・斜位 ヘラナデ。台付。 砂粒 白色粒

黒色粒 石英
やや粗

外 暗灰黄色

内 榿 色
普通

接合部

45%

13

一

土師器

高 杯

一

(9.2)

一

外 脚 部縦 位 ミガ キ、裾部 横 ナデ。内 縦 位

粗 いヘ ラナデ 。脚部や や膨 らむ。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい赤褐
内 にぶい榿色

赤 色

普通
脚 部

100%

14

一

土師器

堵

(8.8)

(3.5)

一

内 外 とも に 口縁 部縦 位 ミガ キ。口縁部 や

や 内湾す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい褐色
内 にぶい榿色

良好
口縁部

15%

15

【

土師器

椀

(13.2)

(3.8)

　

内 外 とも に横位 ミガ キ。口縁 部直 線的 に

開 く。体部球形状 を呈する。

砂粒 黒色粒

密

外 赤褐色
内 明赤褐色

普通
口縁部

20%

16

35・36

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハ ケメ。内 斜位ハケ メ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 密

外 にぶい褐色
内 にぶい榿色

良好 胴部片

17

35・36

円 筒
埴 輪

三
一

外 縦位 ハケメ.内 斜位ハケ メ。 砂粒 白色粒

黒色粒 小石
密

榿 色 良好 胴部片

18

35・36

円 筒
埴 輪

一 外 縦 位 ハケ メ。内 斜位 ヘ ラ ナデ。底面 押

圧痕

砂粒 白色粒
黒色粒 長石

石英 粗

外 にぶい赤褐
内 明赤褐色

良好 基底部片

第21表 第10号 墳内周溝出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高底

径
技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

-

一

土師器

甕

(18.8)

(3.7)

一

外 口縁 部 横 ナ デ。胴 部 縦 位 ヘ ラ削 り。

内 ロ縁部横ナデ。胴部横位 ヘ ラナデ。口縁

部 「く」の字状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
粗

にぶい赤褐

にぶい褐色
普通

口縁部

10%

2

【

土師器

甕

一

(3.0)

一

外 縦 ・斜位 のハ ケメ。内 横 ・斜 位の ヘラナ

デ。

砂粒 白色粒

赤色粒
やや粗

外 明゚赤褐色

内 褐灰色
良好

接合部

100%

3

}

土師器
堆

(13.3)

(2.6)

一

外 横 位 ミガ キ。内 ミガキ。口縁部 直線 的

に開 く。赤彩。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 密

明赤褐色 良好
口縁部

20%

内面摩耗顕著。
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挿図番号
図版番号

器 種
口 径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

4

35・36

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位ハケ メ。内 斜位 ハケメ。 砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密

外 榿 色

内 にぶい黄機
良好 胴部片

5

35・36

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位 ハケ メ。底面 押圧

痕有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

小石 粗
榿 色 良好 基底部片

第11号 墳(第37図)

調査 地点2の 北西端、F・G-11～14グ リッ ドに位置 し、南2mに は8号 墳、東0。5rnに は10号 墳

が隣接 してい る。墳丘は削平され てお り、周溝南東部 のみの検出である。大 半が調査 区外 にある。 また、

周溝 内外 において16～21号 土坑 に切 られてい る。本古墳は周溝 のまわ り具合か らみて 円墳 と思われ る

が、ブ リッジの有無や内部主体等 については不 明で ある。

規模は調査 区の関係上不明であるが、周溝 の幅 か らみてやや大きい もの と推測 され る。 周溝は総 じて

幅広 だが、非常 に狭 い箇所 もみ られ る。狭 い部 分で は1.48m、 広 い部分 では3.84mあ る。確 認面か ら

の深 さは ほぼ 一定 して お り0.76rnで ある。周溝 の立 ち上 が りは 内 ・外側 とも緩や かな傾斜 で掘 り込 ま

れてお り、底面は ほぼ平坦 である。覆土 は他 の古墳 同様、 ローム粒 ・ロームブ ロックを含 む 自然堆積 層

である。

遺物は 円筒埴輪 を主体 に土器 も若干検 出され ている。 いずれ も破片での検 出である。 円筒埴輪はハケ

メ整形(4～6・10・11・13～17)と ヘ ラナデ 整 形(3・7～9・12)の2者 が み られ、後者 は 朝

顔形で あろう。検 出された埴輪の胎土、 色調 は ともに様 々で ある。

第38図1は 須恵器 ・甕の胴下部片。2は 土師器 ・壺の底部片。 ともに流れ込みである。3～17は 円

529

A'

笏 懸 多1

土層説 明(AAつ

1表 土

2褐 色 土

3黒 褐色土

4黒 色 土

5黒 褐色土

6黒 褐色土

7暗 褐色土

8褐 色 土

9黄 褐色土

n
U
卜

ローム粒含 む。

ローム粒 少量含 む。

ローム粒含 む。

ローム粒含 む。

ローム粒 ・褐色 土含 む。

ローム粒 ・黒褐 色粒 多量含む。

ローム粒 ・黒色粒含 む。

黒色土含 む。

9m

第37図 第11号 墳
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筒埴輪。3～9は 口縁部片。 いずれ も外反 して いる。3・7～9は 朝顔 形であろう。10～15は 胴部片。

12以 外はハ ケメ整形で ある。12は 内外 ともにヘ ラナデ整形で、朝顔形の 口縁直下部分であ る。13～15

には突帯 がみ られ る。13は 低 く、14は 上端が高 く下端が低 い、15は ややM字 状 を呈する ものであ る。

16・17は 基底部片。 いずれ も外面 はハ ケメ整形で ある。底面 は16が 刻 目を有す るが、17に は何 も施 さ

れていな い。,
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,

卍

響

7

房
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讐
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"
5
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4
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雛
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観
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3璽

螺馨 締 4唱
襲

騰 麹繊 蠣職1
砂鞠 輪 鑛穐

騨

010c蹴一

第38図 第11号 墳出土遺物
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第22表 第11号 墳出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

-

}

須恵器

甕
ニ
ー

内外 ともに回転ナデ。 黒色粒

密
黄灰色 良好 胴部片

2

【

土師器

壼

　

(2.4)
(7.0)

外 縦位粗 い ミガ キ。内 横 ・斜位 ヘ ラナデ。

底部平底。

砂粒 黒色粒

赤色粒
密

にぶい機色 良好
底 部

40%

3

37・38

朝顔形

円筒
埴輪

(22.8)

(7.9)
一

外 縦 位 ヘ ラナデ。内 斜位 ヘ ラナデ。口縁

部大 きく外反 する。

砂粒 白色粒

黒色粒 小石
やや粗

明赤褐色 良好
口縁部

35%

4

37・38

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦位 ハケ メ。内 横 ・斜位 ハケ メ。口縁 部

外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
やや粗

にぶい赤褐色 良好 口縁部片

5

37・38

円 筒

埴 輪
二
一

外 縦 位 ハケ メ。内 横位 ハ ケ メ。口縁 部 外

反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 やや粗

明赤褐色 良好 口縁部片

6

37・38

円 筒

埴 輪
三
一

外 縦 位ハ ケ メ。内 横 ・斜 位ハ ケメ。口縁 部

外 反する。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
密

榿 色 良好 口縁部片

7

37・38

朝顔形
円筒

埴輪

:
　

外 縦位 ヘ ラナ デ。内 斜位 ヘ ラナ デ。口縁

部外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒
やや粗

明赤褐色 良好 口縁部片

8

37・38

朝顔形
円筒

埴輪

:
一

外 縦位 ヘ ラナ デ。内 横 ・斜位 ヘ ラナ デ.ロ

縁部大 きく外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒
やや粗

明赤褐色 良好 口縁部片

9

37・38

朝顔形
円筒

埴輪

:
一

外 縦位ヘ ラナデ.内 横位 ヘ ラナデ。 口縁

部外反す る。

砂粒 白色粒

黒色粒
粗

外 にぶい褐色
内 褐灰色

普通 口縁部片

10

37・38
円 筒
埴 輪

三
一

外 縦位 ハケメ。内 斜位 ハケ メ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
小石 粗

にぶい褐色 普通 胴部片

11

37・38

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハケメ。内 斜位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒
黒色粒

やや粗

にぶい赤褐色 良好 胴部片

12

37・38

朝顔形
円筒

埴輪

三
一

外 縦位ヘ ラナデ。内 斜位ヘ ラナデ。 黒色粒 赤色粒
小石

やや粗

にぶい燈色 良好 胴部片

13

37・38

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜位 ハ ケ メ。突 帯 台形

状呈する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 密

外 暗灰黄色
機 色

内 榿 色

良好 胴部片

14

37・38

円 筒

埴 輪
二
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位 ハケ メ。突 帯 台形

状呈す る。

黒色粒 赤色粒
石英 小石

やや粗

にぶい榿色 良好 胴部片

15

37・38

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位ハ ケ メ。内 斜 位 ヘ ラナデ。突 帯台

形状呈す る。

白色粒 石英

小石
密

赤褐色 良好 胴部片

16

37・38

円 筒
埴 輪

一

(5.7)

(15.0)

外 縦位 ハケ メ。内 斜 ・横位 ヘ ラナデ 。底面

刻 目有。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 小石 粗

にぶい禮色 良好
底 部

20%

17

37・38

円 筒
埴 輪

:
…

外 縦 位 ハケ メ。内 斜位 ハ ケ メ。底面 未 調

整。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
角閃石 小石 粗

榿 色 良好 基底部片

第12号 墳(第38図)

調査 地点2の 南東端、P-4・5グ リッ ドに位 置 し、南東4rnに は3号 墳が隣接する。 周溝西の外側

立ち上が りのみの検 出で ある。検 出された周溝は弧を描 いている ことか ら円墳であ ろう。周溝は確認面

か ら0.48mで あ る。外側 の立 ち 上が りはや や急 な傾 斜 で掘 り込 まれ て いる。覆 土 は他 の古 墳 同様、

ローム粒 ・ロームブ ロックを含 む自然堆積層で ある。 この他、 詳細 については全 く不明で ある。

出土遺物は非常 に少ない。 図示可能 な遺物は2点 のみである。

第39図1は 土 師器 ・甕の 口縁 部。古 墳時代前期 の ものであ り、流れ込 みで ある。2は 円筒埴輪 ・胴

部片。ハケ メ整形であ るが、ハケメの単位が非常 に細か い。突帯は台形状 を呈 している。
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調 査 外 区

A A'

～

土層説 明(AAつ

1表 土

2暗 褐 色 土

3暗 褐 色 土

4黒 褐 色土

5黒 褐色 土

6黒 褐色 土

マ黒 色 土

8暗 褐 色 一ヒ

9灰 黒色 土

10黒 色 土

11灰 黒 色 上

12罪暗褐3色_ヒ

13褐 色 土

ローム粒少量含む。(遺 物包含層)

ロームブ ロック含む。(4号 溝)

ローム粒 ・暗褐色土含む。

ローム粒 ・ロームブロ ック含 む。

ローム粒 ・暗褐 色土 少量含 む。4層 よ り暗い。

ローム粒 ・ロー ムブロック ・暗褐色土 少量含 む。

ローム粒含 む。

ローム粒 ・ロー ムブロック少墨含 む。下層 に粘土 を帯状 に含 む。

ロー ムブロック少墨含む。

粘土 ブロック含む。

ローム粒 ・ローム ブロック ・粘十含む。

ローム ブロック多量含む。02織 一
第39図 第12号 墳 ・出土遺物

懸讐 欝

麟
"

麓
鞍雛

、

◎ 紛c醗一

第23表 第12号 墳出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

　

土師器
甕

こ
一

内外 と もに横 ナ デ。口縁 部 「く」の 字呈 す

る。

砂粒 白色粒

黒色粒 角閃石
石英 密

外 明黄褐色

黄榿色
内 黄榿色

良好 口縁部片

2

}

円 筒
埴 輪

三
一

外 縦 ・斜位 ハケ メ。内 斜 位ヘ ラナデ。突 帯

台形状 呈する。

砂粒 白色粒

小石
やや粗

榿 色 良好 胴部片

第13号 墳(第40図)

調査地点1か ら唯一検 出された遺構で、調査区南東端 に位置す る。本古墳は全形 を検 出できたが、墳

丘はや は り確認面段階で削平 されて いた。周溝南東 にブ リッジを持つ 円墳であ る。

確 認面 での墳丘規模 は、周溝 内側 の立 ち上が りで直径9.64mで 、墳形 は 円形で ある。 周溝 は幅0.72

～1 .24rnで あ り、確 認面か らの深 さは0.35rn前 後で ある。 ほぼ 逆台 形状 に掘 り込 まれ てお り、周溝 を

含 める と直径1L52rnに な る。覆 土はや は りローム粒 ・ローム ブ ロ ック を含 む 自然 堆積 層で あ る。ブ

リッジは南東 部 に設 け られ てお り、ブ リッジを南 とした場合 の方位 はN-64°-Wで ある。上 面の幅

は0.40m。

墳丘部 中央か ら西側寄 りには長 方形 の掘 り込 みがみ られ る。長軸2.28m、 短軸0.68m、 深 さ0.64rn

である。 その位置 か ら内部主体か どうかは疑問であるが、 とりあえず本古墳 のものとして掲載 した。

出土遺物 は周溝 西側 にお いて土師器 ・椀が1点 検 出され たのみで ある。

第40図1は 西側 周溝底面 よ りやや浮 いて検出 された。完形品。
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し 」9'

疹
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」墜'

土層説明(AAつ

1黒 褐 色土1ロ ーム粒含 む。

2暗 褐 色土:ロ ーム粒 ・ロー ムブロック少量含 む。

3褐 色 土:ロ ー ムブロック多量含 む。

4褐 色 土:ロ ーム ブロック少量含 む。

5黒 褐 色 土:黒 色粒含む。

02m一

§

010c㎝一

し3』'

繕
土 層説 明(DDつ

1暗 褐 色 土:ロ ームブ ロック少量含む。

2褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック多量含む。

3黒 褐 色 土:黒 色粒含む。

第40図 第13号 墳 ・出土遺物

第24表 第13号 墳出土観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高底 径 技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

24

土師器

椀

10.0

㌘

外 口縁 横ナ デ。胴 ～底 横 ・斜 ヘ ラナデ 。内

ロ縁 横 ナデ。胴 ～底 横・斜 ヘ ラナ デ。口縁

やや外反す る。胴～底倒卵形。

砂粒 白色粒

黒色粒 小石
やや粗

外 赤 赤灰

内 にぶい榿色
機 色

良好 完 形
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3そ の他の遺構 と遺物

(1)溝 跡

第1号 溝跡(第41・42図)

調査地点2の 南東端、L～P-1グ リッ ドに位置する。本溝跡 は調査 区南東端付近で2つ に分かれて

お り、1つ は北方 向、 も う一方は南西方 向へ走 ってい るが、前者は分 岐点 か ら約2.5m先 で途切 れて い

る。なお、分 岐点のある調査 区南東端では3号 墳の墳丘部、及び周溝 を切 って いる。北方 向へ走 る溝の

幅 は0.40m前 後 で、確認面 か らの深 さは0.10rn程 度 であ る。断面形 は船底状 を呈す る。 南西方 向へ走

る溝 は幅0.64～1。00m、 確 認面 か らの深 さは0.50rn程 度 であ る。断面 形は逆台 形 を呈 してお り、 しっ

か りした掘 り込 みである。

出土遺 物はみ られなかった。

第2号 溝跡(第41・42図)

調査地点2の 南東、J～P-3グ リッ ドに位置す る。調査区沿いに南東方 向か ら北西方 向へ走 ってお

り、北側 には3・4号 溝跡が併 走 している。そ して、1-3グ リッ ド付 近で南西方向か ら北東方 向へ走

る5号 溝跡 に接続 している。5号 溝跡 との新 旧関係は不明であ る。なお、L～N-3グ リッ ドでは4号

墳、1～K-3グ リッ ドでは6号 墳 を切 って いるが、 これは北側 を併走す る3・4号 溝跡 も同様 である。

本 溝跡の幅 は045～0。90rn、 確 認面か らの深 さは0.13rnと 浅 い。立 ち上が りは緩 やか な傾斜 で掘 り込

まれてお り、底面は ほぼ平坦 である。

出土遺物はみ られなかった。

第3号 溝跡(第41・42図)

調査地点2の 南東、H～P-3・4グ リッ ドに位置 し、南東方向か ら北西方向へ走 る2・4号 溝 跡の

間を併走 して いる。本溝跡、及び2・4号 溝 跡は1-4グ リッ ド付近で5号 溝跡 と接続す るが、本溝跡

のみ5号 溝跡以西 にも延び、H-4グ リッ ド付近 で途切れて いる。2号 溝跡同様、4・6号 墳 を切って

い るが、5号 溝 跡 との新 旧関係 は不明 であ る。本溝 跡の幅 は0.80～1.62m、 確認面 か らの深 さは0.22

rnで2・4号 溝跡 よ りは深 い。断面形は船底状を呈す る部分 と台形状 を呈す る部分がみ られ る。

出土遺物 はみ られ なか った。

第4号 溝跡(第41・42図)

調査地 点2の 南東、J～P-4グ リッ ドに位置 し、2・3号 溝跡 の最北側 を南東方向か ら北西方向 に

併走 して いる。J-4グ リッ ド付近で一旦 途切れ るが、0.7m先 で再 び現れ、5号 溝跡へ接 続す る。2

・3号 溝 跡同様、4・6号 墳 を切 って いる。 また、○-4グ リッ ドでは5号 土坑 と重複 して いるが、新

旧関係 は不 明で ある。本溝 跡の幅 は0。20～0。40rnで 、確 認面 か らの深 さは0、05mと 非 常 に浅 い。断面

形は船底状になる部分 と 「U」 字状 にな る部分がみ られる。

出土遺 物はみ られなかった。
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第5号 溝跡(第41・42図)

調査地 点2の ほぼ 中央、1・J-1～14グ リッ ドを南西方向か ら北東方 向へ走 っている。1・J-3

・4グ リッ ドにおいて2～4号 二溝跡 と接続 して いるが、新 旧関係は不 明で ある。本溝跡は調査 区南端で

は5・6号 墳、中央部で は8号 墳 を切 って いる。溝の幅 は0.55～1.00m、 確認面か らの深 さはmで あ

る。立ち上が りは 「V」 字 状を呈す る。

出土遺物はみ られなかった。

第6号 溝跡(第41・42図)

調査地 点2の 東、K～P-8～11グ リ ッ ドに位置す る。北側 には7号 溝跡が ほぼ 軸 を同 じく して北

方 向に走 って いる。本溝跡は 「コ」 の字状 に巡ってお り、南側で は7号 墳 を切 っている。 また、確認面

か らは非常 に浅 いた め、7号 墳 と重複 す る箇所 よ り以 西は確 認 で きなか った。本溝 跡 の幅 は0.40～

1.05m、 確認 面か らの深 さは0.14rnで 浅 い。立ち上が りは幅広の 「V」 字状 を呈す る。

出土遺物 はみ られなかった。

第7号 溝跡(第41・42図)

調査地 点2の 北東、L～ ○-11・13グ リッ ドに位 置す る。溝跡 は5号 住 の西側 か ら確 認 され、 ほぼ

北 に向って走 る。そ して、10号 墳外 周溝 を横切 るが、10号 墳外 周溝 の内側か らは検 出されなか ったた

め、L-13グ リッ ド付近で途切れ るもの と思 われる。 また、N-12グ リッ ドで28号 土坑 と重複 してい

るが、新 旧関係は判 断で きなか った。溝跡 の幅 は0.55～0.80m、 確認面 か らの深 さは0.09rnと 非常 に

浅い。 断面形 は6号 溝跡 同様、幅広 の 「V」 字状 を呈す る。

出土遺物 はみ られ なか った。

第8号 溝跡(第41・42図)

調査地点2の 北 西、G・H-11・12グ リッ ドに位置 す る。8号 墳の北側 を北東方 向か ら南 西方向へ

走 るが、G-12グ リッ ドで 南東方向へ 直角 に曲が ってい る。本溝跡 は8号 墳 周溝 を切 って いるが、周

溝西側 では検 出 され ていな いため、周溝 内で途切れ る もの と思われ る。溝跡 の幅は0.30～040rn、 確

認 面 か らの深 さは0.30m程 度 で あ り、8号 墳 周溝 底 面 まで の深 さ とあ ま り変 わ らな い。断 面 形 は

「U」 字状 を呈 して いる。

出土遺物は み られなか った。

第9号 溝跡(第41・42図)

調査地点2の 北西、F-5・6グ リッ ドに位 置する。2号 墳 の周溝・北東部 を切って、北東方向か ら南

西方向へ 走って いるが、 周溝南西側 では確認 されなか った。土 坑の可能性 も考 え られ る。溝跡 の幅は

0.30m前 後、確認面 か らの深 さは040rn前 後で ある。深 さは2号 墳 周溝底面 まで とあま り変わ らない。

立ち上が りはやや急 な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面はほぼ 平坦 である。

出土遺物はみ られなかった。
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第4号 溝二跡

第2号 溝跡

010獄一

第41図 第1～9号 溝跡
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第1号 溝跡 第2・3。4号 溝跡

一氏1

笏 撫

」y

土層説明(AA')

1表 土

2暗 褐 色土:ロ ーム粒少量含む。

3暗 褐 色土:ロ ームブロック帯状に含む。

4黄 褐 色土

5暗 褐色 土:ロ ーム粒少量含む。

6褐 色 土:ロ ーム粒含む。

7黒 褐色 土:ロ ーム粒少量含む,

第5号 溝跡

土層説明(AAつ

1表 土

2暗 褐 色土:ロ ーム粒少量含む。

3暗 褐色 土:ロ ーム粒 ・ロームブロック含む。

3嚢 彰

第2～4号 溝跡

土層説明(AA')

1表 土

第2号 溝跡

2暗 褐色 土:ロ ームブロック多量含 む。

第3・4号 溝跡

3暗 褐 色土:ロ ーム粒少量含む。

4暗 褐 色土:ロ ームブロック含む。

第6号 溝跡

氏 一△'

傭 霧 彪

第7号 溝跡

第42図 溝跡断面図

氏 憾'

華

(2)土 坑

第1号 土坑(第43図)

調査地点2の 南 西端、A・B-3・4グ リッ ドに位 置する。1号 墳 の周溝外側 の立ち上が りを切 って

い る。長 軸 は不 明 で ある が、短 軸 は0.86m、 確 認 面 か らの深 さは0.53mで あ る。下 場 す べて が オー

バーハ ング してお り、 断面形 はフラス コ状 を呈 してい る。底面はほぼ平坦 である。平面プ ランは長辺 の

長い隅丸 長方 形になろ う。

出土遺 物は1号 墳 か らの流れ込みで ある円筒埴輪の 口縁部片(第47図1)が 検 出されたのみである。

第2号 土坑(第43図)

調査 地 点2の 南 東端、 ○-5グ リ ッ ドに位 置す る。長 軸1.12m、 短 軸1.35m、 確 認 面 か らの深 さ

0ユ7mで ある。立 ち上が りは緩やか な傾 斜 の部分 とやや急 な傾斜 の部分 がみ られ るが、底面 はほぼ平

坦である。平面プ ランは隅丸 の長方形で ある。

出土遺物はみ られなかった。
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第3号 土坑(第43図)

調査地点2の 南東端、M-2グ リッ ドに位置する。4号 墳 の墳丘部南側 にあ り、周溝内側 の立 ち上が

りを切 って いる。長 軸は不 明で あるが、短 軸は1.10m、 確認 面か らの深 さは0.36mで あ る。立 ち上が

りは急な傾斜 で掘 り込 まれてお り、底面は ほぼ平坦である。 平面プランは長方形 にな ろう。

出土遺 物はみ られなかった。

第4号 土坑(第43図)

調査 地点2の 南 東、O-6グ リッ ドに位 置す る。長 軸2.55m、 短軸1.45mで 、確認 面 か らの深 さは

0.35mで あ る。立 ち上が りは急 な傾斜で掘 り込 まれ てお り、底面 はほぼ平坦 であ る。平面 プ ランは長

辺中央がやや膨 らむ長方形である。

出土遺物はみ られなか った。

第5号 土坑(第43図)

調査地点2の 南東、 ○-4グ リッ ドに位置する。本土坑 の南側 は4号 溝 と接 して いるが、両者 の新 旧

関係 は確 認で きなか った。長軸1.24rn、 短軸0.93rnで 、確 認面 か らの深 さは0.17mで あ る。立 ち上が

りは土坑西側 か ら南東部 にか けて は緩やかな傾斜、 その他は急な傾斜 で掘 り込 まれて いる。底面 はほぼ

平坦である。 平面プ ランは長方形で ある。

出土遺物はみ られなかった。

第6号 土坑(第43図)

調 査地 点2の 北東端、 ○-14グ リッ ドに位 置 し、9号 墳 の内側 周 溝 と外側 周溝 の 問 にあ る。長 軸

1.85m、 短軸1.24m、 確認面か らの深 さは0.20rnで ある。 立ち上が りは急 な傾斜で掘 り込 まれてお り、

底面は一部やや 凹凸がみ られ るもののほぼ 平坦 である。平面 プランは長方形で ある。

出土遺物 はみ られなか った。

第7号 土坑(第43図)

調査地点2の 北東端、O-14・15グ リッ ドに位置す る。9号 墳内側周溝の立ち上が りを切っている。

長軸は不 明であ るが 、短軸 は0.68mで あ る。立ち上が りはやや緩やか な傾 斜で掘 り込 まれて いる。平

面プ ランはややいびつな長方形 になろうか。

出土遺物はみ られなかった。

第8号 土坑(第44図)

調査地点2の 南西、C-4グ リッ ドに位置す る。2号 墳周溝外側 の立ち上が りを切って いるが東側の

立 ち上が りはは っき りしな い。径 は不明で あるが、確 認面 か らの深 さは0.12mで ある。 立ち上 が りは

緩やか な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面は凹凸がみ られる。平面 プランは不整 円形 にな ろうか。

出土遺物 はみ られなか った。
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土層説 明(AAつ

1暗 褐 色 土 ロームブ ロック多鍛含む。

2黄 褐 色土 ロームブロ ック主体。

3黒 褐 色土 ローム粒多 量含 む。

4褐 色 土 ローム粒含 む。

5黒 褐 色土 ロームブロック含 む。

第5号土坑 ②

ノ

.諺

氏

第6号 土坑

A_」 き'

A_」y

膨
第43図 第1～7号 土 坑
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第9号 土坑(第44図)

調 査地点2の 南西、C-6グ リッ ドに位置す る。南1mに は2号 墳が ある。長 軸 は120m、 短軸 は

0.80mで 、確 認面 か らの深 さは0.16mで ある。立 ち上が りは緩 やか な傾 斜で掘 り込 まれ てお り、底 面

はやや 凹凸がみ られ るもののほぼ平坦である。平面 プランは瓢箪状 とで もい うべき形態で ある。

本土坑 か らは多数の 円筒埴輪(第47図2～13・ 第48図14～17)が ま とまって検 出 された。胎土 はやや

粗雑で、色調 は榿色、 内外面 ともにハケメ整形のものが多 くみ られ る。

第47図2は 口縁～胴部 片。大型で外 面 には赤彩 が施 され てい る。3～5は 口縁部片。4の 外面 に も

赤彩がみ られる。6～13は 胴部片。6～9・12に は突帯 がみ られ、台形状 を呈 する もの(8)と やや

M字 状を呈す るもの(6・7・9・12)の2者 がある。第48図14～17は 胴下 ～基底部片 。突帯はいず

れ もややM字 状を呈す るタイプ のもので、底面 には刻 目と押圧痕 の2者 がみ られ る。

第10号 土坑(第44図)

調査地 点2の 南西、E-3グ リッ ドに位置す る。2号 墳周溝二の外側 を若干切 って いる。径1.30rn前

後 の不整 円形状 を呈する。立 ち上が りは緩やかな傾斜で掘 り込 まれている。

出土遺物はみ られなかった。

第11号 土坑(第44図)

調査地点2の 東端 中央、P・Q-10グ リッ ドに位置す る。土坑西側 は調査 区外 にある。正確 な規模 は

不明で あるが、 南北は1.27mあ る。径1.30rn前 後 の隅丸 正方形 にな る と思われ る。確認 面 か らの深 さ

は0.60rnで ある。立ち上が りは ほぼ垂 直であ り、底面 はほぼ平坦で ある。

出土遺物 はみ られなか った。

第12号 土坑(第44図)

調査地 点2の 東端 中央、Q-11グ リッ ドに位置す る。南側 には11号 土坑が隣接 して いる。11号 土坑

同様、土坑 の西側は調査 区外 にある。正確 な規模 は不明で あ るが南 北の径 は1.00mあ る。確認面 か ら

の深 さは0.59mで 、立 ち上が りは ほぼ垂 直で ある。底面 は ほぼ平坦 で ある。平面 プ ランは隅丸 の正方

形 になろ うか。

出土遺 物はみ られなか った。

第13号 土坑(第44図)

調査地 点2の 東 中央、O-11グ リッ ドに位置す る。長 軸は1.32rn、 短軸 は0.83rnで 、 確認面 か らの

深 さは0.25mで ある。立ち上が りはほぼ垂直で あ り、底面は平坦である。平面プランは長方 形である。

出土遺物はみ られなかった。

第14号 土坑(第44図)

調査地点2の 南東、M-5グ リッ ドに位置す る。北側 には1号 住が隣接 している。長軸1.22rn、 短 軸

一64一



第8号 土坑

2号 墳

氏 」儀'

土層説明(AA-)

1褐 色 土:ロ ー ム粒含 む。

2黒 褐 色土:ロ ー ムブロック含 む。

第 穏 号土坑

ム 調

e第9号 土坑
15

②

⑦

土層説明(AA")

1黒 褐 色土:ロ ー ム粒含む。

第12号 土坑

調 査 区 外

第13号 土坑

氏

_△'

土層説明(AAつ

1表 土

2黒 褐色 土:ロ ーム粒少量含む。

3暗 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック少

量含む。

4黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブロック少

量含む。

5暗 褐 色土:ロ ーム粒少 量、ロー ムブロッ

ク多 量含 む。

6黒 褐 色土:ロ ーム粒少量、 ロームブ ロッ

ク多量含む。

7黄 褐 色 土:ロ ーム粒、 ロームブ ロック多

量、黒色ブ ロック少量含 む。

1飢

」き'

0

土層説明(AAつ

1表 土

2暗 褐 色 土:ロ ー ム粒含む。

3黒 褐 色 土:ロ ー ム粒 ・ローム ブロック少

最含 む。

4黒 褐 色 土:ロ ー ム粒少量 、ロームブ ロッ

ク多母含 む。

第14号 土坑

第15号 土坑

の

氏 』'

第44図 第8～15号 土坑
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0.62rnで あ る。立 ち上が りは南側、及び西側 が垂直で あるが、 その他 はや や急な傾斜 で掘 り込 まれ て

いる。平面 プランは長方形で ある。

出土遺物 はみ られ なか った。

第15号 土坑(第44図)

調査地点2の 中央 よ り南、L-3グ リッ ドに位置す る。北側 には2～4号:溝 跡が東西 に走っている。

本土坑 は4号 墳 の周溝 外側 を切 って いる。正確 な規模 は不 明で あるが、 南北は1.37rnあ る。立 ち上が

りは緩や かな傾斜 で掘 り込 まれてお り、底面は4号 墳 に向ってやや下 っている。確認面か らの深 さは最

も深い所 で0.08mで ある。平面 プランは不整 円形になろ うか。

出土遺物 はみ られ なか った。

第16号 土坑(第45図)

調査地点2の 北西端、G-14グ リッ ドに位 置す る。本土坑 の南側 には 同タイプの土坑 が多数集 中 し

てみ られ る。11号 墳 周溝 を切 ってお り、南東側 の立 ち上が りは11号 墳周溝外側 の立 ち上が りと重 なっ

て いる。長 軸は1.17m、 短軸 は1.00mで 、確 認面か らの深 さは0.42rnで ある。立 ち上 が りは急な傾 斜

で掘 り込 まれてお り、底面 は平坦で ある。平面プ ランは不整 円形で ある。

遺物は11号 墳か らの流れ込 みで ある埴輪片が微量検 出されたが、 図示可能な ものはみ られなか った。

第17号 土坑(第45図)

調査地点2の 北西端、G-13グ リッ ドに位置 し、18号 土坑 の東側 に隣接 して いる。本土坑 も11号 墳

周溝 を切 って お り、 周溝外側 の立 ち上 が りと接 して いる。径1。10rn前 後、確 認面か らの深 さは0。34m

で ある。立ち上が りはほぼ垂直で あ り、底面は平坦である。平面 プランは円形で ある。

遺物は11号 墳か らの流れ込 みである埴輪片が微量検出 されたが、 図示可能 なものはみ られ なか った。

第18号 土坑(第45図)

調査地点2の 北西端、G-13グ リッ ドに位置す る。11号 墳墳丘部 を切 ってお り、東側 には17号 土坑

が 隣接 して いる。径1.15m前 後、確 認面 か らの深 さは0.35mで ある。立 ち上が りは東側が やや傾 斜 を

もってい るが、その他 はほぼ垂直で あ り、底面は平坦である。平面 プランは円形 に近 い。

遺物は11号 墳か らの流れ込 みである埴輪片が微量検出 されたが、 図示可能 なものはみ られ なかった。

第19号 土坑(第45図)

調査地点2の 北西端、G-12グ リッ ドに位 置す る。11号 墳の周溝 を切 ってお り、南側 には20号 土坑

が 隣接 してい る。径1.25m前 後、確認面 か らの深 さは0.23mで あ る。立 ち上が りは垂 直、 も しくは急

な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面 は平坦で ある。平面プ ランは円形である。

遺物は11号 墳か らの流れ込 みである埴輪片が微量検 出されたが、図示可能な ものはみ られなかった。
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第16号 土坑

!L 」へ'

第 四 号土坑

κ 」全'

止

A
」

諺

⑱

④

第22号 土坑
」儀'

鐡

⑱蕪第 土層説 明(AAつ

1表 土

2褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック

含む。

3褐 色 土:ロ ーム粒 ・ロームブ ロック

多量含 む。

4黒 褐 色 土:ロ ーム粒 ・黒色粒含む。

5黒 色 土:ロ ーム粒少量含む。

0 1m



第20号 土坑(第45図)

調査地点2の 北 西端、G・H-12グ リッ ドに位置する。11号 墳周溝 の外側立 ち上が りを切 って いる。

北側 には19号 土 坑が隣接 して いる。径1.30rn前 後、確 認面か らの深 さは0.32rnで ある。 立ち上が りは

やや急 な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面は平坦である。平面 プランは南北 にやや長い円形 であ る。

遺物 は11号 墳 か らの流れ込みで ある埴輪片が微量検 出されたが、 図示可能な ものはみ られなか った。

第21号 土坑(第45図)

調査地点2の 北西端、F-11・12グ リッ ドに位 置する。11号 墳 周溝 内側 の立 ち上が りを切 って いる。

土坑西側 の立 ち上が りは調 査 区外 にあ るが、南 北はL18rnあ り、径120rn前 後 の 円形 にな ろ うか。確

認面か らの深 さは0.42mで あ る。立ち上が りは調査 区沿 い北側で は墳丘部側 がや や急な 傾斜で掘 り込

まれているのに対 し、西側で はほぼ垂 直 に掘 り込 まれているのが確認 された。底面は平坦 で ある。

遺物は11号 墳の流 れ込 みで ある埴輪片が微量検出 されたが、 図示可能な ものはみ られなか った。

第22号 土坑(第45図)

調査地点2の 北東、Q-13グ リッ ドに位置す る。9号 墳外周溝、及 び6号 住 を切 って いる。長軸 は

不明であるが、短軸 は1.54mで 、立 ち上が りは ほぼ垂直である。平面 プランは長方形 にな ろうか。

遺物は9号 墳外 周溝・か らの流れ込みで ある円筒埴輪片が微 量検 出され たが、図示可能な ものは1点 の

みである。

第48図18は 円筒埴輪 ・胴部 片。朝顔形 と思われ、 内外 ともにヘ ラナデ 整形 である。

第23号 土坑(第45図)

調査地 点2の 北ほぼ 中央、J・K-14グ リッ ドに位置す る。7号 住 の東側 の床面、壁 を切 って いる。

本土坑 の南側 には10号 墳外周溝 があ る。長軸1.14m、 短軸 は0.72rnで ある。 立ち上が りはやや緩 やか

な傾斜で掘 り込 まれている。平面 プランは豆形状 を呈 している。

遺物は7号 住 か らの流れ込みで ある土器片が微量検出 されたが、 図示可能な ものはみ られなか った。

第24号 土坑(第46図)

調査地点2の 北東端、P-13・14グ リッ ドに位 置す る。9号 墳外周溝 の内側 を切 って い る。北側 に

は6号 土 坑が 隣接 して いる。長軸1.22m、 短軸0.64mで 、確 認面 か らの深 さは0.22mで ある。立 ち上

が りはやや急な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面は ほぼ平坦である。 平面 プランはやや いびつ な楕 円形状

を呈する。

出土遺 物はみ られなかった。

第25号 土坑(第46図)

調査地 点2の 北ほぼ 中央、K・L-13グ リッ ドに位置す る。10号 墳の外周溝底面 よ り検 出され たが、

周辺の土 坑の存在 か ら考 えて10号 墳 を切 って構築 された と思われ る。長軸1.36m、 短軸0.96m、 確 認
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氏

無
.一

彪

κ

号

易

物

9

髪轟
土層説明(AA')

1暗 褐色 土:ロ ーム粒 ・ローム ブロック

黒色土含む。

2黒 褐色 土:褐 色粒含む。

3黒 褐色 土:ロ ー ム粒 ・ロー ムブロック

黒色土含 む。

第29号 土坑1

1m

 

0



面か らの深 さは0.66mで ある。立ち上が りは急な傾斜で掘 り込 まれてお り、底面 には凹凸がみ られ る。

平面プランは楕 円形で ある。

出土遺物は み られなか った。

第26号 土坑(第46図)

調査地点2の 北 ほぼ 中央、J-13グ リッ ドに位 置す る。北側で は10号 墳 内周溝 を、南側 では7号 住

を切 って い る。径0.90m前 後 の 円形 に近 い形 状 をして お り、確 認面 か らの深 さは0.44rnで ある。下 場

すべてがオーバ ーハ ング してお り、断面形は フラス コ状 を呈 している。底面は ほぼ平坦で ある。

出土遺物 はみ られ なかった。

第27号 土坑(第46図)

調査地 点2の 北中央、1-13グ リッ ドに位置す る。10号 墳内周溝 を南北に切 って いる。長軸2.51rn、

短軸0.97m、 確認 面か らの深 さは0.40rnで あ る。立 ち上 が りは ほぼ 垂直、 もし くは急な 傾斜 で掘 り込

まれている。 底面は平坦 である。平面 プランは楕 円形であ る。

出土遺 物はみ られなかった。

第28号 土坑(第46図)

調査地 点2の 北東、M・N-12グ リッ ドに位 置す る。土 坑上面 を南北 に7号 溝 が走 って いるが、両

者 の新 旧関係 については確 認できなかった。 また、北東側 中央 にピ ッ トがみ られるが、 これについても

新 旧は確認 で きなか った。長軸2。77rn、 短 軸1.49mで 、確認面 か らの深 さは0.39rnで あ る。立 ち上 が

りは急な傾斜で掘 り込 まれてお り、 底面 は平坦で ある。平面プ ランは長方形状を呈す る。

遺物は 円筒埴輪の破片が1点 のみ検 出され ている。

第48図19は 円筒埴輪 の胴部片。台形状の突帯を有す る。

第29号 土坑(第46図)

調査地点2の 北端、H-14グ リッ ドに位 置す る。10号 墳外 周溝 底面 よ り検 出されたが、他 の土坑 同

様、10号 墳 を切 って構築 された と思 われ る。土坑 の北側 は トレンチ によ って破壊 されて いるため、詳

細 につ いては不明で ある。平面プ ランは 円形になろ うか。

出土遺物はみ られなか った。

第30号 土坑(第46図)

調査地 点2の 中心 よ りやや 北、J-12グ リッ ドに位置 する。10号 墳外周溝 の立ち上が りを切 って い

る。長 軸1.40rn、 短 軸0。98mで 、確 認面か らの深 さは0.27mで あ る。立 ち上が りは ほぼ 垂直 で、 底面

は平坦 である。平面プ ランは長方形状 をしてい る。

出土遺物 はみ られなか った。
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第31号 土坑(第46図)

調査地点2の ほぼ 中央、1-9グ リッ ドに位置す る。 ち ょう ど8号 墳 墳丘部南 側 にあ る。規模 は径

1.40rn前 後 の円形 である。立 ち上が りは緩やか に掘 り込 まれ てお り、底面は平坦である。

出土遺物 はみ られ なか った。

第9号 土坑

鯉'鍵 難

5嘱

4雁

瀞舞艶駕

翻
6唱

鰻曜灘

7唱

第28号 土坑

第22号 土坑
織

掛

σ
響驚

01◎c胴 瞳一

第48図 土坑出土遺物(2)
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第25表 土坑出土遺物観察表

挿図番号

図版番号
器 種

口径
器 高
底 径

技法 ・形態 の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

37・38

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦 位 ヘ ラナデ。内 斜 位 ヘ ラナデ。突 帯

台形状呈す る。

白色粒 黒色粒
小石

やや粗

榿 色 良好 口縁部片

第1号土坑出土

2

39・40

円 筒
埴 輪

(30.4)

(21.2)
一

外 縦 ・斜位 ハケ メ。内 斜位 ハケ メ。口縁 部

やや 開 く。突帯台形 状呈する。透 孔有。

砂粒 黒色粒
赤色粒 小石

やや粗
赤 色 良好

口～嗣

20%

第9号土坑出土

3

37・38

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位ハ ケメ。内 横・斜位 ハケ メ。口縁 部

直線的 に開 く。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 小石 やや粗

外 浅黄榿色

赤 色
内 にぶい榿色

良好 口縁部片

第9号土坑出土

4

37・38

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位 ハ ケ メ。内 斜位 ハ ケ メ。口縁部 ほ

ぼ直立 する。

砂粒 黒色粒
赤色粒 石英

小石 密

にぶい禮色 良好 口縁部片

第9号土坑出土

5

37・38

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位ハ ケ メ。口縁部 ほ

ぼ 直立する。

砂粒 黒色粒
赤色粒 小石

密
榿 色 良好 口縁部片

第9号土坑出土

6

37・38

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 斜 位ハ ケ メ、横 位 ヘ ラ

ナデ。突帯台 形状呈す る。

砂粒 黒色粒
赤色粒 石英

小石 粗
榿 色 良好 胴部片

第9号土坑出土

7

37・38

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位ハ ケ メ。内 斜位 ヘ ラナデ 、縦 ・斜位

ハケメ。突 帯台形状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英 小石 やや粗

外 榿 色

内 にぶい燈色
良好 胴部片

第9号土坑出土

8

37・38

円 筒

埴 輪
:
　

内 斜位ヘ ラナデ、縦位 ハケ メ。突帯台形状

呈する。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

石英小石 やや粗

外 にぶい榿色

内 榿 色
良好 胴部片

第9号土坑出土

9

39・40

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハ ケ メ.内 斜 位 ヘ ラナデ 、一 部 ハ

ケメ。突帯台形状呈す る。透孔有。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

角閃石 やや粗

外 にぶい榿色

内 榿 色
良好 胴部片

第9号土坑出土

10

39・40

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位ハ ケメ。内 斜位 ハケメ。 砂粒 赤色粒
石英 小石

やや粗
榿 色 良好 胴部片

第9号土坑出土

11

39・40

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 ・斜位ハケ メ。内 縦 ・横位ハケ メ。 砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗

外 にぶい赤褐
榿 色

内 榿 色

良好 胴部片

第9号土坑出土

12

39・40

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦 ・斜位 ハケ メ。内 斜位 ハケ メ、横位 ヘ

ラナデ。突帯台形状 呈する。

砂粒 黒色粒

石英 小石
やや粗

にぶい機色 良好 胴部片

第9号土坑出土

13

39・40

円 筒

埴 輪
二
一

外 縦位 ハケメ。内 斜位ハケ メ。 砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
やや粗

外 榿 色

内 にぶい榿色
良好 胴部片

第9号土坑出土

14

39・40

円 筒
埴 輪

一

(20.6)
13.2

外 縦 位ハ ケメ。内 斜位ハ ケメ、ヘラナデ。

突帯台 形状呈す る。底面刻 目有。

砂粒 黒色粒

赤色粒 石英
小石 密

にぶい機色 良好
胴～底

20%

第9号土坑出土

15

39・40

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦 位 ハ ケ メ。内 縦位 ハ ケ メ、斜 位 ヘ ラ

ナデ。突帯台形 状呈する。底面押圧痕有。

砂粒 白色粒
黒色粒 角閃石

小石 やや粗

外 にぶい榿色
榿 色

内 榿 色

良好 底部片

第9号土坑出土

16

39・40

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハ ケ メ.内 横位 ヘ ラナデ、一部 斜

位 ハケ メ。突帯 台形状 呈す る。底面押 圧痕

有。

砂粒 黒色粒
赤色粒 小石

やや粗

外 榿 色

内 黄榿色
良好 底部片

第9号土坑出土

17

39・40

円 筒
埴 輪

:
一

外 縦位 ハ ケ メ。内 縦 位ハ ケ メ。突 帯 台形

状呈する。底 面刻 目有。

黒色粒 石英
小石

やや粗

榿 色 良好 底部片

第9号土坑出土

18

39・40

朝顔形
円筒

埴輪

:
一

外 縦位 ヘ ラナデ。内 横 ・斜位 ヘ ラナ デ。突

帯台形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
石英 小石 やや粗

外 にぶい赤褐

内 明赤褐色
良好 胴部片

第22号 土坑出土

19

39・40

円 筒

埴 輪
:
一

外 縦位 ハケ メ。内 縦 ・横位 ヘラナデ。突帯

台形状呈す る。

砂粒 白色粒

黒色粒 赤色粒
やや粗

外 榿 色
内 明赤褐色

良好 胴部片

第28号 土坑出土

(3)墓 墳

第1号 墓墳(第49図)

調査地点2の 北東端、P-15グ リッ ドに位置 し、9号 墳 内周溝 を切 っている。遺構 は確 認面段階で石材

が既 に露出 した状態であった。検 出時には既 に崩れた状態で あったが、箱型に積 み上げ た構造 である こ

とは確認で きた。組み合わさった石材 のまわ りか らは長軸2.17m、 短軸2.14m、 確認面か らの深 さ0.57m
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第49図 第1号 墓墳

土層説明(AA'BBつ

1暗 褐 色土

2粘 土

3暗 褐 色土:粘 土粒含む。

4暗 褐色 士:ロ ーム粒 ・ロームプ ロツク含 む。

の掘り込みがみ られた。土層断面の観察からみると、石材は掘 り込みの底面までほとんどは到達してお

らず、ある程度土を埋めた段階で設置したものと推察される。石材には主に緑泥片岩を使用してお り、

その周辺、特に北側にに川原石を敷き詰めてあった。なお、墓墳の東側0.8m離 れた箇所 にも石材が検

出されたが、 これは削平を受けた際に散ったものと思われる。

出土遺物は江戸時代の磁器類が若干検出されたが、小片であり図示不可能であった。

(4)ピ ッ ト

ピットは調査地点2か ら計9基 が検出された。主に調査区北東部に集中してお り、7号:溝 跡の北側に

等間隔でみられることか ら7号 溝跡に付随するものであろう。その他にも調査区内には点在 しているが、

単独での検出であり、規則的に並ぶものはみられない。

出土遺物はみられなかった。

(5)遺 構外 出土遺物

掲載した遺物はすべて調査地点2か ら検出されたものである。遺構が多数検出された古墳時代前 ・後

期の土器、円筒埴輪が主体 となる。また、遺構は検出されていないものの、遺物のみ検出された他時代

のものもみ られる。検出された遺物には、土器(土 師器)、 埴輪、土製品、鉄製品、石器等がある。
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第50図1・2は 土師器。1は 高杯 の脚部片。2は 堆 で、 内外面 とも丁 寧な ミガ キ と赤彩 が施 されて

い る。3～10は 円筒埴 輪 の破 片。3～5は 口縁 部片で あ るが、4・5は 外反度 が強 く、 ヘ ラナデ 整形

で あるこ とか ら朝顔 形であ ろう。6～9は 胴部片 で、7に は透か し孔 がみ られ る。10は 基底部片 であ

る。11は 径6c憩 前後、厚 さ1.4～1.6c憩 の円形状 の須恵器で ある。 中心部分 には径1.9cmの 孔が設 け られ

て いる。 紡錘 車 と思われ る。部分的 に欠損箇所 がみ られ る。12は 刀子。両端 を欠 く。13・14は 縄文時

代の打製石斧。 ζもに分胴形で あるが、挟 りが13は 浅 く、14は 深 い。13の 片面 には自然面 を残す。

第26表 遺構外出土遺物観察表

挿図番号
図版番号

器 種
口径
器 高
底 径

技法 ・形態の特徴 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

-

一

土師器

高 杯
鹿

(13.0)

外 脚部 縦位 ヘ ラナデ。裾部 横 ナデ。内 脚

部 横位 ヘ ラナデ。裾部 横 ナデ。輪積 痕有 。

脚 部膨 らむ。裾 部緩やか に広が る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒

やや粗

外 灰褐色

内 赤 色
灰褐色

良好
脚部
40%

2

一

土師器

堆

(10.0)
7.4

1.2

外 口縁横 ・縦 ミガキ。胴 横 ミガ キ。内 口縁

横 ・斜 ミガキ。胴横 ヘ ラナ デ。赤彩 。口縁直

線 的に開 く。胴 部球形。上げ底。

砂粒 黒色粒
角閃石

密
赤褐色 良好

口50%

胴80%

底100%

3

41・42

朝顔形
円筒

埴輪

:
一

外 縦位 ヘ ラナ デ。内 斜位 ヘ ラナ デ。口縁

部 外反する。

砂粒 白色粒
黒色粒 石英
小石 やや粗

赤 色 良好 口縁部片

A-6G出 土 。

4

41・42

朝顔形
円筒

埴輪

二
　

外 縦位 ヘ ラナ デ。内 横位 ヘ ラナ デ。口縁

部 外反する。

砂粒 白色粒
赤色粒 小石

密

外 赤褐色
内 榿 色

良好 [コ縁部 片

5

41・42

円 筒

埴 輪
三
　

内外 ともに斜位ハケ メ。口縁部やや 開 く。 白色粒 黒色粒
赤色粒 小石

やや粗

外 にぶい榿色

内 にぶい褐色
良好 口縁部片

6

41・42

円 筒

埴 輪
二
一

外 縦位ハ ケ メ。内 斜位ハ ケ メ、ヘ ラナデ 。

突帯台形状呈す る。

砂粒 白色粒
黒色粒 赤色粒
小石 粗

明赤褐色 良好 胴部片

7

41・42

円 筒

埴 輪
三
　

外 斜位ハケ メ。内 縦位ヘ ラナデ。透孔有。 砂粒 白色粒
赤色粒 小石

やや粗

外 にぶい榿色
内 にぶい褐色

良好 胴部片

8

41・42

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦位ハケ メ。内 縦位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒
黒色粒 小石

密
浅黄榿色 良好 胴部片

」-12G出 土 。

9

41・42

円 筒

埴 輪
:
　

外 縦位ハケ メ。内 横 ・斜位ヘ ラナデ。 白色粒 黒色粒
赤色粒 石英

やや粗
榿 色 良好 胴部片

10

41・42

円 筒

埴 輪
ニ
ー

外 縦位ハケ メ。内 縦位ヘ ラナデ。 砂粒 白色粒
黒色粒 石英

小石 やや粗

外 にぶい榿色

灰褐色
内 にぶい赤褐

良好 基底部片

第27表 遺構外出土土製品 ・鉄製品 ・石器観察表

No. 種 別 最大長(cm)最 大幅(c磁)最 大厚(cm)重 量(g) 備 考

11 紡錘車 (6.2)5.04.0一 須恵器。

12 刀 子 一1 .80.55一 両 端 欠 。1-8G出 土 。

13 打製石斧 (6.2)5.04.2一

14 打製石斧 (6.2)5.04.3一 一 部 欠 。

一76一



V調 査のまとめ

瀬戸 山遺跡、及び瀬戸山古墳群は、今回報告する昭和57年 度の調査以前にも発掘調査が行われてい

る(熊 谷市1963)(貞 末1973)(熊 谷市教委1978)。 これらについては正式な報告がほとんどな

いため、内容 については不明な点が多いことと思う。また今回報告する分については 「吉岡配水場遺

跡」、 「吉岡中学校校庭遺跡」、あるいは 「前原遺跡」等様々な形で呼称されてきたため、混乱を招い

たことと思われる。発掘調査から大分経ってしまったが、今回ようやく報告できることとなり、名称を

正式に 「瀬戸 山遺跡」、及び 「瀬戸山古墳群」 として公表するものである。

瀬戸山遺跡は縄文時代中期を上限として、古墳時代、奈良 ・平安時代、江戸時代 と続く複合遺跡であ

る。遺跡範囲南東部での過去の発掘調査(貞 末1973)で は、古墳時代前期の遺構が検出されてお り、

今回の報告分と合わせて主体となるのは古墳時代前期の集落跡である。

瀬戸山古墳群は古墳時代後期の群集墳であ り、今回報告する古墳13基 と調査地点1・2の 中間に位

置する古墳1基 、瀬戸山遺跡の範囲南東部に所在する古墳19基 を合わせて現在までに33基 が確認され

ている。南東部の古墳群についても過去数回にわたって発掘調査が行われてお り、その内容の一端が明

らかとなっている(熊 谷市1963)(貞 末1973)(熊 谷市教委1978)。

では以下、調査のまとめとして遺跡の主体となる古墳時代前期 と古墳時代後期の古墳群 について簡単

にまとめてみたい。

古墳時代前期

今回報告する調査地点から検出された遺構は竪穴住居跡8軒 で、すべて調査地点2よ り検出された。

後世の遺構や削平により破壊状況が著 しく、残存状態の悪いものがほとんどであったが、第1・5号 住

居跡か らは良好な資料が得 られた。 ともに住居跡南東隅にある貯蔵穴、及びその周辺か らまとまって土

器が出土してお り、土師器 ・壼、甕、高杯、器台、堆、椀、ミニチュア土器等バラエティーがみられる。

中でも高圷や器台、堆等の割合が多くみられ、 このうち高杯は口縁部が大きく開き、圷部には稜を有 し、

直立に近い脚部とほぼ平坦の裾部を持つタイプのものであることから、古墳時代中期の所謂和泉式土器

に近い。また完形品はみられないものの、S字 状を呈する口縁や折 り返した台部を持つ器壁の薄い甕の

破片が検出されてお り、外来系土器 もみられる。器種構成や高杯の特徴、及び外来系土器の存在等を踏

まえると、1・5号 住居跡は古墳時代前期でも新 しい段階に位置づけられる。

住居跡は調査区の東側に集中しており、1号 住 と6号 住を結ぶラインよ り以東に集落跡が広がってい

たと思われる。集落跡の南限、及び東限は不明であるが、昭和47年 に行われた遺跡範囲南東部におけ

る発掘調査では同段階の住居跡が検出されている(貞 末1973)。 詳細は不明であるため断定はできな

いが、 このことか らするとかなり大規模な集落跡になる可能性が考え られる。また、北西約1.5kmに 所

在する万吉下原遺跡では盛土を有する方形周溝墓が3基 検出されてお り、墓域と考えられる。

本遺跡の所在する江南台地や、台地南側の比企丘陵上では古墳時代前期の遺跡は非常に少ない。こう

した中、本遺跡は大規模集落跡の可能性が考えられ、かつ墓域も存在することが確認されてお り、希有

な存在 といえる。今後はまず集落、及び墓域の具体的な広がり、存続期間等の確認が課題 となろう。
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古墳時代後期

瀬戸山古墳群中、南東部において確認されている古墳群は現在19基 あ り、過去3回 の調査によって

計5基 が発掘調査されている(熊 谷市1963)(貞 末1973)(熊 谷市教委1978)。

昭和38年 の調査では、本古墳群唯一・の前方後 円墳である伊勢山古墳が調査されている(熊 谷市

1963)。 全長41rn、 主体部は凝灰岩を使用 した片袖式の横穴式石室である。出土遺物には直刀 ・刀子

・鉄嫉 ・鉄製轡 ・金環 ・円筒埴輪 ・土器などがみられる。築造年代は6世 紀後半と考えられてお り、本

古墳群中で最 も古いものとされる。

昭和47年 の調査では2基 が発掘調査 されている(貞 末1973)。1号 墳は径28mの 円墳、2号 墳は

破壊状況が著 しいため不明である。主体部はいずれも凝灰岩の載石を用いた横穴式石室である。出土遺

物は鉄嫉 ・玉類等だけであり、埴輪はみ られない。石室の構造や出土遺物中に埴輪がない こと等か ら、

これらの古墳には7世 紀前半の年代が与えられている。

昭和52年 の調査では2基 が発掘調査されている(熊 谷市教委1978)。 これ ら"の古墳群は 「楊井薬

師寺古墳」 という名称で呼ばれ、開発予定地内では3基 の古墳が確認されたが、このうちの2基(1・

3号 墳)が 破壊 を免れず調査の対象 となった。1号 墳は径32mの 円墳、3号 墳は破壊状況が著 しいが

径10rn程 の円墳である。主体部はいずれも凝灰岩の載石を用いた横穴式石室である。出土遺物に埴輪

はなく、1号 墳の石室から鉄製品 ・直刀の破片が検出されているのみである。 これ らの古墳群は7世 紀

末～8世 紀初頭の年代が想定されている。

以上、南東部の古墳群は6世 紀後半から7世 紀末～8世 紀初頭頃まで築造されたと想定されている。

一方、今回報告する古墳群は計13基 である。このうち12基 が検出された調査地点2で は調査区全面

から検出されたが、調査地点1で は調査区南東端か ら1基(13号 墳)が 検出されたのみである。現時

点では13号 墳が最北となる。墳丘はいずれも削平されていたため、検出できたのは周溝のみである。

明確な主体部 と呼べるものは検出されていないが、過去の調査例や周辺の古墳群からみると、同じく凝

灰岩の載石による横穴式石室であろう。墳形は調査区の関係か ら全形を知 り得るものは少ないが円墳が

主体となる。ただし、二重に周溝を持つ9・10号 墳については、同じ二重周溝 をもつ類例として群馬

県尾島町に所在する世良田諏訪下遺跡 ・11号墳がある(尾 島町教委1998)。11号 墳は全長23.8mの

帆立貝式の前方後 円墳であり、二重 に巡る周溝の特徴が9・10号 墳のそれ と非常に似通 った状況 を呈

していることから、9・10号 墳も帆立貝式の前方後 円墳になる可能性も考えられる。

古墳から出土 した遺物には土器 ・埴輪がみられるが、各古墳によりその内容 ・量に違いがみ られた。

遺物が検出されたのは1・9・11号 墳である。1号 墳からは唯一形象埴輪 ・馬が、9号 墳か らは破片

であるが多量の埴輪が、11号 墳からは土師器 ・杯がまとまって検出された。一方、遺物がほとんど検

出されなかったのは2～8・10・12・13号 墳であり、すでに埴輪を持たない古墳群 と考えられる。

このことからすると、唯一形象埴輪が検出された1号 墳を最古として9・11号 墳が続き、そ して埴

輪を持たない古墳群が続 くという図式が考えられ、概ね南東部の古墳群 と同じ年代が考え られる。よっ

て、本古墳群は6世 紀後半か ら7世 紀末～8世 紀初頭段階まで築造された群集墳 といえる。

本古墳群を含めて周辺には無数の古墳群が確認されているものの、 これらの古墳群にみあう集落跡は

見当たらない。今後は同段階の集落跡の確認が課題として挙げられよう6
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ふ り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地
コ ー ド 北 緯

(° ノ")

東 経

(° ノ")
調査期間

調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番号

せ と やま い せき

瀬戸山遺跡
せ と やま こ ふん

瀬戸山古墳

善

くまがや し おおあざひらつかしんでん

熊谷市大字平塚新田

500番 地他
11202 30

36°

6'

47"

139°

22/

30"

19820602

～

19820630

2,000

中学校

校庭拡

張工事

くまがや し おおあざひらつかしんでん

熊谷市大字平塚新田

字前原537番 地他

11202 30・31

36°

6/

56"

139°

22'

30"

19820712

～

19821012

3,000
市立配水

場建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

瀬戸山遺跡 集落跡

縄 文 時 代 遺物包含層 打製石器

古 墳 時 代 前 期 竪穴住居跡8軒 土師器
前期末の集落跡が

検出された。

古 墳 時 代 以 降 土坑31基 埴 輪

溝 跡9条 一

ピ ッ ト 一

江 戸 時 代 墓坑1基 一

瀬戸山古墳
群

古 墳 時 代 後 期 古墳13基 土師器 ・埴輪
二重周溝の古墳が

2基検出された。
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